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再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

【
発
行
日
】

　
平
成
24年

2月
1日

編集
室から

　

お
正
月
の
過
ご
し
方
は
家
庭
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
初
詣
や
初
日
の
出
を
見
に
行
か
れ
る
人

は
多
い
と
思
い
ま
す
。
井
ノ
口
地
区
で
は
、
小
学

校
と
公
民
館
が
合
同
で
行
っ
て
い
る
妙
見
山
初
日

の
出
登
山
が
元
旦
の
恒
例
行
事
で
す
。
参
加
者
は

小
学
校
入
学
前
の
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
祖
父
母
の
代
ま

で
、
家
族
３
世
代
揃
っ
て
登
る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。
中
学
・

高
校
生
に
な
る
と
、
ほ
か
の
地
区
の
友
達
を
連
れ
て
き
た

り
、
帰
省
し
た
社
会
人
は
地
元
の
友
達
と
会
う
機
会
に
し

た
り
と
、
地
域
に
根
付
い
て
い
て
感
心
し
ま
す
。
１
時
間

ち
ょ
っ
と
の
道
の
り
で
登
り
や
す
く
、
頂
上
か
ら
は
安
芸

平
野
と
太
平
洋
が
一
望
で
き
、
岩
崎
弥
太
郎
が
小
さ
い
頃

よ
く
登
っ
た
と
い
う
の
も
納
得
で
す
。
星
神
社
へ
と
続
く

登
山
道
の
名
称
は
「
志
の
道
」、
一
年
の
計
を
立
て
る
に

は
最
適
で
す
。
井
ノ
口
以
外
の
方
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
来
年
は
一
緒
に
登
り
ま
せ
ん
か
？　
　
　
　
　

   

（
聞
）

22
日 曜 2月の主な行事 時　間 場　　所
水

金
土
日
月

火
木
日

火
土
日

1

3
4
5
6

7
16
19

21
25
26

阪神タイガース2軍キャンプ（～27日）
女性の家常掲　絵画展（～28日）
東部美術展・ふるさと名勝写真展（～6日）
特別展「安芸のおひなさま」（～4/15）
総合型地域スポーツクラブ「イキイキまつり」
確定申告会（年金受給者対象）
相続登記無料相談会
確定申告会（年金受給者対象）
安芸市老人クラブ連合会芸能大会
安芸市ラージボール卓球大会
小中学生選抜書展作品展示（～3/4）
改正育児・介護休業法説明会
ふれあい医療教室
教育長杯スカッシュバレーボール大会

  9：00～
  9：00～21：00
10：00～16：00
  9：00～17：00
10：00～15：00
  9：00～15：00
10：00～16：00
  9：00～15：00
12：30～15：30
  9：00～
  9：00～17：00
13：30～16：00
14：00～
  9：00～

安芸タイガース球場
女性の家
安田町文化センター
歴史民俗資料館
安芸市体育館
安芸市役所
安芸商工会館
安芸市役所
市民会館
安芸市体育館
書道美術館
安芸公共職業安定所
市民会館
安芸市体育館ほか

球春到来！球春到来！

阪神タイガース春季キャ
ンプを応援に行こう

阪神タイガース春季キャ
ンプを応援に行こう! !! !

球春到来！

阪神タイガース春季キャ
ンプを応援に行こう! !

キャンプ日程（予定）

《練習休日》6日（月）、10日（金）、15日（水）、20日（月）、24日（金）
　＊天候などにより変更になる場合があります。

■問　生涯学習課☎35・1020

高知県プロ野球プレシーズンマッチ
西武ライオンズ VS 韓国LGツインズ

安芸タイガース球場2/29

畑山に22年ぶりの赤ちゃんが誕生
小松靖一さん、圭子さん夫婦に男の子

1月31日（火） 2軍高知入り
2月  1日（水） 2軍キャンプスタート
2月12日（日） 練習試合 西武ライオンズ
2月18日（土） 練習試合 西武ライオンズ（春野球場）
2月22日（水） 練習試合 高知ファイティングドッグス
2月25日（土） 練習試合 韓国高陽ワンダーズ
2月26日（日） 練習試合 四国アイランドリーグ選抜
2月27日（月） 2軍キャンプ打ち上げ
3月  3日（土） オープン戦 オリックス
3月  4日（日） オープン戦 オリックス（春野球場）

▲「『尚太郎』という名前の由来は『日本人らしいひ
びきにしたかった』から。一芸が秀でた人に支えて
もらえるような人望と協調性が備わった人間に育っ
てほしい。事業を引き継ぐ跡取りではなく、考え方
を受け継がしたい。畑山に貢献するという想いを形
にして残してあげたい。そして自分の意思で畑山を
選んでくれたくれたら嬉しい」と畑山の未来の望み
となるよう願いを込めていました。

　畑山で土佐ジローを育てている、小松靖一さん（53歳）圭
子さん（28歳）ご夫婦の間に、昨年12月待望の長男「尚太郎
（しょうたろう）」くんが誕生しました。
　畑山に赤ちゃんが誕生したのは実に22年ぶり。畑山地区
の人口は58人、平均年齢72歳と過疎・高齢化が進む中、畑
山が明るくなる話題が届けられました。
　畑山で生まれ育った靖一さんが、愛媛県宇和島市出身の圭
子さんと知り合ったのは平成16年の秋。圭子さんが大学3年
の時に国の交流事業で畑山を訪れたことがきっかけでした。
圭子さんは、靖一さんの畑山を背負い土佐ジローを一生懸命
育てる姿に惹かれていきました。その後も何度か畑山を訪れ、
ついに22年7月ご結婚されました。現在も二人で協力して土
佐ジローの飼育と畑山温泉「憩いの家」を運営しています。
　二人とも「子育てはやっぱりこの大自然の中でやりたい。
この子の友達や親が畑山に来てくれて、山や川、旧畑山小中
学校で一緒になって遊べるような仕組みを考えていきたい」
と話してくれました。

今月の今月の題字題字今月の題字
井ノ口井ノ口小学校6年小学校6年

小松 真緒小松 真緒 さんさん

井ノ口小学校6年

小松 真緒 さん
こ  まつ　  ま　 おこ  まつ　  ま　 おこ  まつ　  ま　 お

新成人と市長の新春座談会新成人と市長の新春座談会（P2,3）P2,3）
安芸市議会行政報告安芸市議会行政報告（P4,5）P4,5）
安芸道路事業着手へ安芸道路事業着手へ（P6）P6）
病児病児・病後児保育委託病院病後児保育委託病院（P11）P11）
住民税住民税・国保税申告国保税申告（P12,13,14）P12,13,14）
特別展特別展「安芸安芸のおひなさまのおひなさま」（」（P16）P16）
阪神阪神タイガースキャンプタイガースキャンプ日程日程（P24）P24）

新成人と市長の新春座談会（P2,3）
安芸市議会行政報告（P4,5）
安芸道路事業着手へ（P6）
病児・病後児保育委託病院（P11）
住民税・国保税申告（P12,13,14）
特別展「安芸のおひなさま」（P16）
阪神タイガースキャンプ日程（P24）

今
月
の
主
な
内
容

今
月
の
主
な
内
容

今
月
の
主
な
内
容



特別企画

一円 美憂 さん(井ノ口)
大阪の大学で法律と政
治を学んでいます！

野町 香穂 さん(穴内)
県内の大学の医学部で
看護の勉強中！

都築 侑吾 さん(井ノ口)
大阪の大学で政治
どの市場調査を研究中！

、経済な

「夢と希望を忘れずチャレンジを」安芸市長 松本 憲治

仙頭 廣海 さん(宝永町)
大阪の大学で少子高齢
化について勉強中！

大場 萌 さん(川北)
神奈川の音大でサック
スを専攻しています！

成 人 式成 人 式

門田 知也 さん(港町)
東京の大学で国際関係
を学んでいます！

こ
れ
か
ら
の
「
安
芸
市
」
と
君
た
ち
の
未
来
の
話
を
し
よ
う

新
成
人
と
市
長
に
よ
る
新
春
座
談
会

新
成
人
と
市
長
に
よ
る
新
春
座
談
会

　
す
っ
き
り
と
晴
れ
渡
っ
た
成
人
式
の
日
の
朝
。
新
成

人
と
し
て
人
生
の
輝
か
し
い
門
出
を
迎
え
た
6
人
と
松

本
市
長
が
新
春
の
座
談
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
時
代
を
切
り
開
い
て
い
く
若
者
た
ち
の
夢
や
希
望
、

そ
し
て
安
芸
市
へ
の
想
い
や
未
来
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
歳
に
な
っ
た
感
想
は
？

　
選
挙
に
参
加
し
た
い
。
一
人
暮
ら
し

で
、
で
き
る
こ
と
は
増
え
た
け
れ
ど
親

が
恋
し
く
な
る
と
き
が
あ
る
。

　
政
治
や
行
政
の
仕
事
に
関
心
が
あ
る

が
広
い
視
野
を
持
っ
て
勉
強
し
た
い
。

安
芸
市
に
つ
い
て
思
う
こ
と
は
？

　
安
芸
市
に
は
海
も
川
も
あ
り
、
星
も

き
れ
い
で
自
然
が
豊
か
。
人
も
ゆ
っ
た

り
と
生
活
し
て
い
る
の
で
変
わ
ら
ず
あ

っ
て
ほ
し
い
。
中
学
生
の
こ
ろ
雨
の
日

は
元
気
バ
ス
で
通
学
し
て
い
た
の
で
、

市
民
に
も
っ
と
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

市
長
に
な
っ
て
し
て
み
た
い
こ
と
は
？

　
県
東
部
に
は
産
婦
人
科
が
少
な
い
の

で
、
県
立
安
芸
病
院
に
産
婦
人
科
医
を

呼
び
た
い
。
子
ど
も
を
産
め
る
環
境
が

な
い
と
自
分
も
帰
っ
て
き
づ
ら
い
と
思

う
の
で
重
点
的
に
整
備
し
た
い
。

二
十
歳
に
な
っ
た
感
想
は
？

　
親
に
恩
返
し
が
し
た
い
。
責
任
を
問

わ
れ
る
年
齢
な
の
で
自
覚
を
持
っ
た
行

動
を
と
り
た
い
。
選
挙
も
参
加
し
た
い
。

　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
警
察
や
自
衛
官
に

憧
れ
て
い
た
の
で
、
治
安
維
持
や
国
防

に
つ
い
て
勉
強
し
た
い
。

安
芸
市
に
つ
い
て
思
う
こ
と
は
？

　
高
知
県
は
超
高
齢
化
社
会
に
突
入
し

つ
つ
あ
る
と
思
う
が
、
日
本
経
済
が
悪

化
し
て
子
育
て
に
お
金
が
回
ら
な
く
な

っ
て
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
は
な

い
か
。
雇
用
を
確
保
し
て
ほ
し
い
。

　
歴
史
・
文
化
が
根
付
い
た
市
で
あ
る
し
、

自
然
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
有
効
活

用
し
て
経
済
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
。

市
長
に
な
っ
て
し
て
み
た
い
こ
と
は
？

　
新
県
立
安
芸
病
院
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
少
子
高
齢
化
を
食
い
止
め
た
い
。

二
十
歳
に
な
っ
た
感
想
は
？

　
学
生
と
い
う
こ
と
で
守
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
る
し
、
親
に
も
世
話
を
か
け

て
い
る
。
二
十
歳
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
を
自
覚
し
て
学
生
の
立
場
に
甘
ん
じ

る
こ
と
な
く
生
活
し
た
い
。

安
芸
市
に
つ
い
て
思
う
こ
と
は
？

　
少
子
高
齢
化
の
波
は
病
院
で
も
表
れ

て
い
る
。
高
知
県
は
高
齢
者
へ
の
看

護
・
介
護
は
充
実
し
て
き
て
い
る
が
、

小
児
に
対
す
る
医
療
や
新
た
な
命
が
生

ま
れ
る
医
療
体
制
が
不
十
分
な
の
で
、

こ
ち
ら
も
充
実
・
発
展
さ
せ
て
ほ
し
い
。

将
来
の
夢
は
？

　
授
業
で
小
児
や
母
性
に
つ
い
て
学
ん

で
て
い
く
な
か
で
、
助
産
過
程
の
勉
強

が
楽
し
く
な
っ
て
い
る
。
大
学
院
に
進

学
し
て
勉
強
を
続
け
て
、
将
来
は
助
産

師
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

二
十
歳
に
な
っ
た
感
想
は
？

　
世
間
か
ら
も
大
人
と
し
て
見
ら
れ
る

と
思
う
の
で
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持

っ
て
立
派
な
大
人
に
な
り
た
い
。

安
芸
市
に
つ
い
て
思
う
こ
と
は
？

　
台
風
で
穴
内
の
防
潮
堤
が
決
壊
し
た

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
驚
い
た
。
南
海
地
震

で
は
津
波
も
来
る
の
で
対
策
を
進
め
て

ほ
し
い
。
安
芸
市
に
は
防
災
行
政
無
線

が
な
い
の
で
整
備
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
高
知
県
は
国
体
の
順
位
が
低
い
の
で
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
も
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

将
来
の
夢
は
？

　
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
教
員
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
高
知
に
戻
っ

て
き
て
教
員
に
な
り
た
い
。

　
部
活
動
で
陸
上
を
頑
張
っ
て
い
る
の

で
、
陸
上
の
指
導
者
に
な
っ
て
み
た
い
。

二
十
歳
に
な
っ
た
感
想
は
？

　
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
と
色
々
な

手
続
き
が
一
人
で
で
き
る
こ
と
が
増
え

て
き
た
。
そ
の
半
面
自
分
で
責
任
を
果

た
さ
な
い
と
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

安
芸
市
に
つ
い
て
思
う
こ
と
は
？

　
小
さ
い
こ
ろ
は
、
安
芸
市
に
も
お
店

が
多
く
あ
り
市
内
で
買
い
物
を
し
て
い

た
の
で
、
活
性
化
し
て
安
芸
市
の
中
で

楽
し
い
こ
と
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う
。

都
会
に
出
て
感
じ
る
こ
と
は
？

　
関
東
の
人
に
高
知
県
の
認
知
度
が
低

い
の
が
残
念
。
も
っ
と
高
知
県
の
こ
と

が
広
ま
れ
ば
嬉
し
い
し
誇
り
に
思
え
る
。

　
都
会
に
は
自
分
自
身
の
可
能
性
が
広

が
っ
て
い
る
。
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
刺

激
を
受
け
て
視
野
を
広
げ
、
都
会
で
頑

張
る
か
帰
っ
て
く
る
か
考
え
た
い
。

二
十
歳
に
な
っ
た
感
想
は
？

　
こ
れ
ま
で
親
に
迷
惑
か
け
て
き
た
の

で
恩
返
し
で
き
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

　
高
知
に
帰
っ
て
き
て
地
域
の
た
め
に

働
け
る
よ
う
に
勉
強
し
た
い
。

安
芸
市
に
つ
い
て
思
う
こ
と
は
？

　
東
日
本
大
震
災
が
あ
っ
た
の
で
、
南

海
地
震
の
対
策
が
で
き
て
い
る
か
不
安
。

一
人
一
人
の
心
掛
け
が
な
け
れ
ば
助
か

る
も
の
も
助
か
ら
な
く
な
る
。
防
災
施

設
の
充
実
も
必
要
に
な
る
が
、
防
災
意

識
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。

市
長
に
な
っ
て
し
て
み
た
い
こ
と
は
？

　
大
学
を
作
っ
て
若
者
を
呼
び
た
い
。

高
校
を
卒
業
す
る
と
ほ
と
ん
ど
の
人
が

県
外
に
出
る
の
で
、
大
学
が
あ
る
と
若

者
の
ま
ち
に
な
る
。
そ
の
ま
ま
地
域
で

就
職
す
る
人
も
で
て
く
る
と
思
う
。

　安芸市を離れて、改めて歴史と文化のまちであると感
じてもらえたのは大変うれしく思います。私も大学時代
は東京で勉強しましたが「やっぱり安芸が好きだ」との思
いが強く帰ってきました。市外に出て勉強や生活をして
みると違った角度から安芸を見ることができるので、い
ろんな視点から物事を考えてもらい、若い感性で安芸市
を盛り上げていってください。
　県外の人に高知県の認知度が低いのは、大河ドラマ

「龍馬伝」で少しは解消できたと思います。悲観するのではなく、アピールする
力を持つことで高知の良さを伝えられたら楽しくなるのではないでしょうか。
　自然の豊かさ人の温かさは誇れるものです。これからは太陽光など、自然エ
ネルギーを利活用して産業振興に取り組んでいきます。
　子育て支援も頑張っています。安芸市は、第3子の保育料無料化や中学卒業ま
での医療費無料化をやっています。希望を持って将来を展望してほしい。
　南海地震・津波から身を守るには、与えられた情報だけに頼るのではなく自
らも知識を持つことも大事。防災行政無線も平成25年度までに整備したい。
　親孝行したいと皆さんが言っていたのがとても印象的でした。人生で一番大
事なことは努力することです。努力は必ず報われます。夢と希望を忘れずに、
勇気と元気を持ってたくさんのことにチャレンジしてください。

祝祝
　1月3日　平成24年安芸市成人式
が市民会館が行われ、新成人133
人が式典に臨みました。
　新成人を代表して一円美憂さん
が謝辞を述べ「二十歳を迎え『守
られる立場』から『守る立場』へ変
わっていかなければならない。他
人のことも思いやることができて
こそ、本当の意味での『大人』にな
れるのでははないか。自分たちの
可能性を信じ、責任を持って悔い
のない人生を送っていきたい」と
新成人としての誓いを立てました。

3 広報あき　平成24年2月 2広報あき　平成24年2月 「防災のしおり」はホームページでもご覧いただけます　→ →　安芸市ホームページhttp://www.city.aki.kochi.jp/



安安
芸芸
市市
議議
会会
行行
政政
報報
告告

　
12
月
8
日
に
開
会
さ
れ

た
平
成
23
年
第
3
回
安
芸

市
議
会
定
例
会
で
、
松
本
市

長
は
次
の
よ
う
に
行
政
報

告
を
行
い
ま
し
た
。（
要
旨
）

　
本
市
の
平
成
24
年
度
主
要
事

業
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
の
動

向
を
十
分
注
視
し
な
が
ら
、
第

3
次
行
財
政
健
全
化
計
画
に
よ

る
安
定
し
た
行
財
政
運
営
に
向

け
て
の
取
り
組
み
を
継
続
し
つ

つ
、
南
海
地
震
の
対
策
強
化
を

最
重
要
事
業
と
位
置
づ
け
、
消

防
庁
舎
建
設
、
防
災
行
政
無
線

の
整
備
、
火
葬
場
建
設
な
ど
喫

緊
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
基
幹
産
業
等
の

振
興
と
雇
用
の
創
出
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
育
成
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
施
策
の
推
進
、
ス
ポ

ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
振
興
・
観
光
振

興
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

で
す
。

　
高
規
格
・
安
芸
道
路
に
つ
い

て
も
、
24
年
度
か
ら
の
新
規
事

業
化
を
、
政
府
と
国
土
交
通
省

に
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
安
芸
中
央
イ
ン
タ
ー
線
に

つ
い
て
は
、
24
年
度
か
ら
県
に

よ
り
事
業
化
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
一
刻
も
早
く
高
規

格
・
安
芸
道
路
が
事
業
化
さ
れ
、

安
田
町
か
ら
奈
半
利
町
に
つ
な

が
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
訴

え
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
議

会
と
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

＊
国
土
交
通
省
は
1
月
11
日
に
、

24
年
度
予
算
で
の
新
規
着
工
路

線
に
、
阿
南
安
芸
自
動
車
道「
安

芸
道
路
」（
穴
内
〜
伊
尾
木
、5.8

㎞
区
間
）
を
決
定
し
た
と
公
表

し
ま
し
た
。

（
詳
細
は
6
ペ
ー
ジ
）

　
平
成
25
年
12
月
の
開
院
を
予

定
し
て
い
た
新
県
立
安
芸
病
院

で
す
が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
津
波
被
害
を
踏
ま
え
、
災
害

拠
点
病
院
と
し
て
の
機
能
維
持

の
た
め
、
電
気
室
や
機
械
室
の

位
置
を
変
更
す
る
な
ど
の
津
波

対
策
を
講
じ
た
こ
と
に
よ
り
、

当
初
よ
り
4
カ
月
程
度
遅
れ
た

　
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
東

北
地
方
で
は
、
被
災
地
の
早
期

復
興
、
広
域
的
な
支
援
ル
ー
ト

確
保
の
た
め
、
三
陸
沿
岸
道
路

な
ど
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の

ほ
と
ん
ど
の
区
間
が
、
3
次
補

正
予
算
、
24
年
度
予
算
に
よ
っ

て
新
規
事
業
化
さ
れ
る
方
針
が

示
さ
れ
て
お
り
、
四
国
で
も
、

南
海
地
震
に
備
え
た
高
速
道
整

備
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　
11
月
29
日
、
道
路
関
係
4
団

体
で
行
わ
れ
た
「
安
全
・
安
心

の
道
づ
く
り
を
求
め
る
全
国
大

会
」
で
も
、
南
海
地
震
に
備
え

る
た
め
、
災
害
に
強
い
道
路
網

の
整
備
を
重
点
的
、
緊
急
的
に

実
施
す
べ
き
と
強
く
要
望
し
て

き
ま
し
た
。

　
高
知
県
で
は
、
高
知
自
動
車

道
の
窪
川
佐
賀
道
路
が
24
年
度

か
ら
の
新
規
事
業
化
が
決
定
し
、

県
知
事
へ
の
意
見
照
会
が
さ
れ

て
お
り
、
四
国
8
の
字
道
路
の

完
成
に
向
け
て
、
ま
た
一
歩
、

前
進
し
て
い
ま
す
。

　
東
部
地
域
で
は
、
高
規
格
・

安
芸
道
路
と
安
芸
中
央
イ
ン
タ

ー
線
の
都
市
計
画
決
定
の
手
続

き
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

12
月
1
日
に
は
、
県
の
都
市
計

画
審
議
会
で
計
画
案
が
承
認
さ

れ
て
お
り
、
年
内
に
は
正
式
に

都
市
計
画
決
定
さ
れ
る
見
込
み

新
規
参
入
し
た
い
と
の
申
し
出

が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
県

安
芸
漁
港
の
整
備
・
拡
充
に
つ

い
て
、
安
芸
漁
協
と
漁
業
者
、

県
の
関
係
各
部
署
と
連
携
し
、

協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
る
全
国
学
力
・
学
習
調
査

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
は
東
日

本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
全
国

実
施
は
見
送
ら
れ
ま
し
た
が
、

高
知
県
教
育
委
員
会
が
「
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
問
題
を

活
用
し
た
希
望
利
用
調
査
」
の

実
施
を
決
定
し
、
安
芸
市
で
も

小
学
校
6
年
生
を
対
象
に
国

語
・
算
数
、
中
学
校
3
年
生
を

対
象
に
国
語
・
数
学
の
教
科
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
本
市
の
調
査
結
果
は
、
小
・

中
学
校
と
も
に
、
知
識
を
中
心

と
し
た
問
題
、
活
用
を
中
心
と

し
た
問
題
の
い
ず
れ
も
本
県
の

平
均
と
ほ
ぼ
同
程
度
で
し
た
。

今
後
は
、
今
回
の
調
査
結
果
に

基
づ
い
て
分
析
を
行
い
、
各
学

校
が
指
導
の
在
り
方
や
家
庭
学

習
を
含
め
た
学
力
の
向
上
の
た

め
の
取
り
組
み
の
徹
底
と
質
の

向
上
を
図
る
な
ど
、
引
き
続
き

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に
努
め

ま
す
。

神
タ
イ
ガ
ー
ス
球
団
幹
部
と
監

督
に
面
談
し
、
1
軍
の
春
季
キ

ャ
ン
プ
と
秋
季
キ
ャ
ン
プ
の
要

望
を
知
事
と
共
に
強
く
要
請
し

ま
し
た
。

　
安
芸
球
場
の
改
修
に
つ
い
て

は
、
プ
ロ
・
ア
マ
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
会
の
要
望
や
県
と
の
協

議
を
進
め
る
中
で
、
タ
イ
ガ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
の
継
続
、
1
軍
春

季
キ
ャ
ン
プ
の
再
開
、
新
た
な

野
球
大
会
や
キ
ャ
ン
プ
の
実

施
・
誘
致
な
ど
に
よ
る
ス
ポ
ー

ツ
キ
ャ
ン
プ
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
げ
る
た
め
、
球
場
改
修
に

向
け
た
基
本
計
画
を
策
定
し
て

い
ま
す
。

　
主
な
改
修
内
容
は
、
観
客
ス

タ
ン
ド
の
拡
張
、
選
手
ロ
ッ
カ

ー
室
や
用
具
等
保
管
ス
ペ
ー
ス

の
新
設
整
備
、
ト
イ
レ
や
ラ
イ

ト
・
レ
フ
ト
側
入
り
口
の
周
辺

整
備
な
ど
で
す
。
今
後
は
、
国

や
県
か
ら
の
補
助
金
の
確
保
に

努
め
な
が
ら
、
協
議
検
討
を
し

て
い
き
ま
す
。

　
県
安
芸
漁
港
の
整
備
・
拡
充

に
あ
た
り
、
漁
港
の
高
度
利
用

の
観
点
か
ら
国
・
県
か
ら
求
め

ら
れ
課
題
と
な
っ
て
い
た
西
用

地
の
利
活
用
は
、
こ
の
西
用
地

を
活
用
し
、
シ
ラ
ス
加
工
業
に

の
越
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
過

去
の
浸
出
水
対
策
の
検
証
と
併

せ
、
越
水
時
前
後
の
降
雨
量
や

水
位
の
上
昇
な
ど
を
分
析
し
、

専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
ら
と

協
議
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
集
中
豪
雨
時
の

対
策
と
し
て
、
浸
出
水
の
処
理

能
力
の
向
上
が
必
要
と
判
断
し
、

今
議
会
に
補
正
予
算
を
計
上
し

て
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

　
新
火
葬
場
整
備
に
つ
い
て
は
、

先
の
議
会
で
も
説
明
し
ま
し
た

が
、
建
物
を
北
側
へ
寄
せ
る
こ

と
で
地
元
の
理
解
を
い
た
だ
け

る
よ
う
、
詳
細
な
地
権
者
の
調

査
や
簡
易
な
測
量
な
ど
必
要
な

作
業
を
行
い
、
住
民
の
方
々
に

市
の
考
え
方
を
説
明
し
て
き
ま

し
た
。

　
今
後
も
粘
り
強
く
話
し
合
い

を
続
け
、
市
民
の
熱
望
す
る
新

火
葬
場
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
秋
季
キ

ャ
ン
プ
は
、
和
田
新
監
督
の
も

と
、
11
月
3
日
か
ら
11
月
21
日

ま
で
行
わ
れ
、
感
謝
し
て
い
ま

す
。
キ
ャ
ン
プ
期
間
中
に
、
阪

平
成
26
年
4
月
に
開
院
す
る
予

定
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
は

看
護
師
宿
舎
が
完
成
し
、
現
在

は
病
院
本
体
の
1
期
工
事
や
医

師
公
舎
の
建
築
工
事
が
進
ん
で

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
県
東
部

の
中
核
医
療
病
院
と
し
て
、
医

師
の
確
保
や
診
療
科
目
、
へ
き

地
医
療
の
充
実
を
要
望
し
、
保

健
・
福
祉
・
医
療
に
よ
る
総
合

的
な
健
康
づ
く
り
の
強
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
本
市
の
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
の
財
政
状
況
は
、
平

成
22
年
度
決
算
で
約
2
億
3
千

万
円
の
赤
字
で
す
。
23
年
度
の

単
年
度
収
支
で
は
、
前
期
高
齢

者
交
付
金
の
増
に
よ
り
約
3
千

万
円
の
黒
字
決
算
と
な
る
見
通

し
で
す
が
、
平
成
24
年
度
以
降

で
は
医
療
費
の
動
向
に
よ
っ
て

は
、
毎
年
約
１
億
円
ず
つ
赤
字

額
が
累
積
さ
れ
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
、
国
保
財
政
の
破
綻
が
懸

念
さ
れ
る
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
、
国
保
財

政
の
健
全
化
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
も
生
活
習
慣
病
等
の
予
防
に

重
点
を
置
い
た
健
康
づ
く
り
を

推
進
し
、
特
定
健
康
診
査
の
受

診
率
の
向
上
と
特
定
保
健
指
導

に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
受
診
率
は
現
在
37
・
6
％

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
直
ち
に

は
医
療
費
の
減
少
に
は
つ
な
が

ら
ず
、
継
続
し
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
市
の
国
保
会
計
は
、
国
保

加
入
者
の
多
く
が
低
所
得
者
や

無
職
者
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

①
少
子
・
高
齢
化
に
よ
る
制
度

を
支
え
る
世
代
の
減
少
、
②
高

齢
化
の
進
行
や
高
度
医
療
に
よ

る
医
療
費
の
増
加
、
③
経
済
情

勢
の
悪
化
に
よ
る
保
険
税
収
入

の
低
下
な
ど
の
要
因
に
よ
り
、

収
支
均
衡
が
保
て
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
被
保
険
者
の
誰
も
が

安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め

に
は
、
定
期
的
に
国
保
税
を
見

直
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
今

議
会
に
平
成
24
年
度
か
ら
国
保

税
率
を
引
き
上
げ
る
た
め
の
条

例
改
正
議
案
を
上
程
し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
国
保
財
政
の
安

定
の
た
め
、
国
に
対
し
て
国
保

の
広
域
化
と
財
政
支
援
の
拡
充

を
求
め
る
と
と
も
に
、
国
保
税

の
歳
入
確
保
や
い
き
い
き
百
歳

体
操
、
各
種
検
診
の
推
進
に
よ

る
健
康
づ
く
り
な
ど
、
医
療
費

の
適
正
化
な
ど
に
努
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
最
終
処
分
場
の
調
整
池
か
ら

　
10
月
17
、
18
日
に
国
の
災
害

査
定
を
受
け
て
、
船
曳
場
災
害

復
旧
工
事
お
よ
び
離
岸
堤
災
害

復
旧
工
事
の
査
定
が
完
了
し
、

防
潮
堤
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い

て
も
11
月
18
日
付
け
で
、
水
産

庁
と
財
務
省
と
の
本
省
間
の
協

議
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
保
留
解
除
の
決
定

通
知
を
受
け
た
後
、
早
期
着
工

に
向
け
、
必
要
な
手
続
き
を
行

い
、
被
災
地
域
の
「
安
心
・
安

全
な
生
活
」
を
一
日
も
早
く
取

り
戻
せ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
国
の
中
央
防
災
会
議
で
、
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
を
教
訓

と
し
た
地
震
・
津
波
対
策
に
関

す
る
専
門
調
査
会
よ
り
、
津
波

対
策
を
構
ず
る
に
あ
た
っ
て
の

想
定
津
波
の
考
え
方
や
津
波
被

害
を
軽
減
す
る
対
策
の
考
え
方

な
ど
、
今
後
の
地
震
・
津
波
対

策
の
方
向
性
を
示
し
た
報
告
書

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
10
月
29
日
か
ら
31
日
に
か
け

て
、
福
島
県
相
馬
市
を
は
じ
め

と
す
る
津
波
被
災
現
場
に
赴
き
、

視
察
検
証
を
し
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
た
体
験
を
聞
く
中
で
、
少

し
で
も
高
い
場
所
へ
ま
ず
は
逃

げ
る
こ
と
を
基
本
に
、
避
難
路

や
避
難
施
設
の
整
備
、
防
災
教

育
に
よ
る
防
災
意
識
の
向
上
と

各
地
域
で
の
防
災
訓
練
の
充
実

や
南
海
地
震
に
備
え
る
基
金
の

積
み
立
て
が
重
要
で
あ
る
と
痛

感
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
南
海
地
震
対
策
再
検

証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ

り
課
題
を
抽
出
し
て
、
津
波
に

よ
る
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
地
域

で
の
津
波
避
難
計
画
の
策
定
を

進
め
る
と
と
も
に
、
避
難
路
の

整
備
や
公
共
施
設
の
耐
震
化
な

ど
に
つ
い
て
計
画
を
策
定
し
、

順
次
整
備
し
ま
す
。

　
今
議
会
の
補
正
予
算
に
は
、

県
の
補
助
事
業
の
採
択
を
受
け

て
穴
内
、
伊
尾
木
、
桜
ケ
丘
町

の
3
地
区
の
避
難
路
整
備
予
算

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
他
の
地

域
の
避
難
路
に
つ
い
て
も
、
来

年
度
以
降
の
2
カ
年
で
積
極
的

に
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
避
難

塔
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
港
町

1
・
2
丁
目
、
伊
尾
木
中
組
・

西
組
、
川
北
地
区
で
説
明
会
を

実
施
し
て
お
り
、
順
次
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

穴
内
漁
港
海
岸
災
害

南
海
地
震
対
策

高
速
道
路
整
備

新
県
立
安
芸
病
院

国
民
健
康
保
険
税
の
見
直
し

一
般
廃
棄
物
処
理
場
の

越
水
対
策

新
火
葬
場
整
備

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
秋
季
キ
ャ
ン
プ

お
よ
び
球
場
改
修

水
産
振
興
対
策

学
校
教
育
の
充
実

45 広報あき　平成24年2月広報あき　平成24年2月 市内の移動は、乗り降り自由の「元気バス」をご利用ください。→　 →　時刻表のお問い合わせは、総務課　35・1000まで



■問　安芸市雇用創造推進協議会事務局☎34・2477
　　　【HP】http://akikoyou.jp/全講座受講料無料

■｢パソコン講座｣
＊求職者優先講座
＊日程･時間はコースによって異なりますの
で、事務局までお問い合わせください。
▽ところ　安芸商工会議所3階会議室
▽と　き　2月6日（月）～2月24日（金）
　　　　　＊土・日曜日を除く
　　　　　10時～12時、13時30分～15時30分
≪①Wordコース≫
　ワードの基本操作と応用的な使い方を勉強
し、資料等がしっかり作成できるように学び
ます。
≪②Excelコース≫
　エクセルの基本操作から応用的な使い方、
関数など実践に役立つ使い方を学びます。
≪③PowerPointコース≫
　パワーポイントの基本的な操作と便利な機
能を学び、資料が作成できるまでを学びます。
≪④HP制作コース≫
　ホームページ制作の基本操作からHTML・
CGI・CSSなど、ホームページ開設を学びま
す。

■「行列の出来るチラシとイベントの作り方」
▽と　き　3月1日（木）13時30分～16時30分
▽ところ　安芸商工会議所2階大ホール
▽講　師　牟田　静香さん（大田区立男女平等推進セン
　　　　　ター　エセナおおた　代表理事）
▽内　容　顧客のニーズに合った魅力的な商品の開発
ができ、販売戦略を持って効果的に市場に売り込める
人材になるために、年間講座申し込み率3.3倍を誇る元
主婦の凄腕企画者が公開するタイトル術、チラシ作成
術、ターゲット分析術を学びます。

■「自分と組織を元気にするコミュニケーション」
▽と　き　3月6日（火） ①10時～12時 ②13時～15時
　　　　　＊①、②片方のみの受講もできます。
▽ところ　安芸商工会議所3階会議室
▽講　師　内木場　三保さん（こころcom代表）
▽内　容　前回、大好評だった講師を再度お招きして、
午前中は｢傾聴と承認｣を、午後は「ストレスコントロー
ル」を各テーマに、昨今大変注目されているコーチング
手法を使って「人の多様性」を受けとめながら、その上
で苦手なタイプとのコミュニケーションのコツを学び、
経営者による経営力UP、職場環境の向上を目指します。

安芸市雇用創造推進協議会　2･3月の講座

　接骨院・整骨院で施術を受ける場合、健康保険が「使
えるもの」と「使えないもの」が決められています。 
　施術を受ける際には、負傷原因を正確に伝え、柔道整
復師へのかかり方を正しく理解いただき、受診をお願い
します。
　　　
▼健康保険が使えるもの（一部自己負担）
○打撲、ねんざ、挫傷（肉離れ等）
○骨折、脱臼
　（緊急時以外は医師の同意が必要です）
▼健康保険が使えないもの（全額自己負担）
×日常生活による疲れ、肩こり
×スポーツなどによる肉体疲労
×病気（神経痛・五十肩・ヘルニア等）からくる痛み（同一
の負傷について、同時期に柔道整復師と医師に重複し
てかかることはできません。）
×脳疾患後遺症などの慢性病
×慰安目的など

▼療養費の「受領委任（注）」をするときの注意点
・「療養費支給申請書」に記載されている負傷名・
負傷年月日・負傷の原因等が間違っていない
かをよく確認してください。

・「療養費支給申請書」には、必ず自分で署名・
押印してください。

・未記入の申請書に署名・押印をしたり、印か
んを預けたりしないでください。

・領収書を保存する、施術を受けた日をカレン
ダーや手帳に記入しておくなど、受療記録を
控えておいてください。

・医療費のお知らせにも記載されますので、ご
確認ください。

＊（注）「受領委任」とは
　患者に代わって柔道整復師が保険給付分の療
養費を安芸市に請求することです。

　正しいかかり方を知ることは、誤った療養費
の請求を防ぎ、医療費の適正化につながります
ので、ご理解とご協力をお願いします。
　また、施術を受けられてから数カ月後に、受
診内容調査のため、文書等により負傷原因や施術
年月日、施術内容などについてお問い合わせする
ことがありますので、ご協力をお願いします。

注意！！
あとでトラブルにならないためにも、施術前にしっか
りと確認することが大切です。
施術が長期にわたる場合、内科的要因も考えられます
ので、医師の診断を受けましょう。

国保だより

接骨院・整骨院にかかる際の注意点
■問　市民課国保年金係☎35・1002

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

安
心
・
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
を
！

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
20
歳
か
ら
60

歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
納
め
ま
す
。

　
毎
月
の
保
険
料
は
翌
月
末
ま
で
に

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

1
年
度
分
ま
た
は
6
カ
月
分
を
前
も

っ
て
ま
と
め
て
納
め
る（
前
納
す
る
）

と
、
割
引
が
あ
り
ま
す
。

　
前
納
す
る
な
ら
、
納
付
書
よ
り
も

口
座
振
替
の
ほ
う
が
割
引
額
も
多

く
、
大
変
お
得
で
す
。

▼
口
座
振
替
の
申
込
方
法

　
口
座
振
替
申
出
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
金
融
機
関
届
け
出
印
を
押

し
て
、
南
国
年
金
事
務
所
か
、
金
融

機
関
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
前
納
の
申
込
期
限

＊
1
年
度（
4
月
分
〜
翌
年
3
月
分
）

お
よ
び
上
期
6
カ
月
分（
4
月
分
〜
9

月
分
）は
2
月
末
ま
で
に

＊
下
期（
10
月
分
〜
翌
年
3
月
分
）は

8
月
末
ま
で
に

年
金
事
務
所
必
着
と
な
る
よ
う
に
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
　
国
保
年
金
係

　
☎
35
・
1
0
0
2

　
南
国
年
金
事
務
所

　
☎
0
8
8
・
8
6
4
・
1
1
1
1

【参考】平成23年度国民年金保険料（単位：円）

毎
月
納
付
6
カ
月
納
付

1
年
前
納

納付書（現金納付）・
翌月末口座振替
当月末口座振替
【早割】

納付書（現金納付）

4月末・10月末
口座振替

納付書（現金納付）

4月末口座振替

15,020

14,970

̶   

̶   

̶   

̶   

̶

50

̶

̶

̶

̶

90,120

89,820

89,390

89,100

̶   

̶   

̶  

300

730

1,020

̶  

̶  

180,240

179,640

178,780

178,200

177,040

176,460

̶  

600

1,460

2,040

3,200

3,780

　

1カ月分
保険料 割引額

6カ月分 1年度分
保険料 保険料割引額 割引額

1番お得！

（ ）
　昨年12月に都市計画決定された阿南安芸自動車道
「安芸道路」（穴内～伊尾木：5.8km）が、24年度予算
で新規事業化する方針となりました。国土交通省か
ら高知県に意見照会され、県も事業着手を求める回
答をしており、同省の第三者委員会でも新規事業化
が了承されています。今後、国会での予算審議を経
て、正式に事業化される予定です。
■問　建設課☎35・1014

　「安芸道路」は、安芸市中心部を山側に迂回するル
ートで、片側1車線の自動車専用道路で、安芸西・安
芸中・安芸東の3つのインターチェンジ（いずれも仮
称）が設置される計画です。
　事業化された場合、来年度からは、現地での測量や
詳細な調査設計を進める段階となります。現地調査や
地域住民との調整など、市民の皆様のご理解が早期完
成の要となります。今後ともご協力をお願いします。

阿南安芸自動車道「安芸道路」事業着手へ阿南安芸自動車道「安芸道路」事業着手へ！！阿南安芸自動車道「安芸道路」事業着手へ！！

広報あき　平成24年2月7 広報あき　平成24年2月 62月29日は、国保税第8期の納期です　→ →　納付は便利な口座振替をご利用ください。



ま ち の の話 題

今年も一年健康でありますように

新年走ろう会、栃煌山関幟開き、寒中水泳

ふるさとの力、安芸の元気を発信！

ＮＨＫ「ここはふるさと旅するラジオ」

栃煌山関郷土後援会会員募集中！

ま ち の の話 題

地

み

▲火災ゼロを祈願して一斉放水

　1月1日　元旦恒例の新春行事が行われ、新年を喜
び合い、今年一年の健康を祈願しました。
　40回目を迎えた「新年走ろう会」には約230人が
参加。8時30分に健康ふれあいセンター「元気館」
前をスタートし、本町商店街～井ノ口通り～海岸通
り～元気館までの約2㎞を駆け抜け、さわやかな汗
を流しました。

　走ろう会と寒中水泳
の間には、安芸市出身
力士 栃煌山関の必勝を
祈願する「幟開き」が行
われ、後援会より景気
付けの祝餅が投げられ
ました。

▽会員期間　平成24年1月1日～12月31日
▽年 会 費　○特別会員…1口につき1万円
　　　　　　　各場所前に番付と、年1回特典グッズ

をお送りします。
　　　　　　○一般会員…1口につき5千円
　　　　　　　各場所前に番付をお送りします。
■問 栃煌山関郷土後援会事務局
　　　（生涯学習課内）☎35・1020

　9時30分からは「第47回寒中水泳大会」が行われ
約50人が参加しました。残念ながら快晴ではありま
せんでしたが、気温9度、水温20度、風はなく波も
おだやかと、泳ぎやすい状況の中、「鯨泳会」のメン
バーらが「今こそ日本再生の時！！」と書かれたプ
ラカードを披露し、観客から喝采を受けていました。
その後、参加者は沖に停っている船から投げ込まれ
た果物を拾うなどして初泳ぎを楽しみました。

　1月5日　NHKラジオ第一で月～金曜、12時30分か
ら放送されている番組「ここはふるさと旅するラジ
オ」の収録が観光情報センターで行われました。
　2005年に放送開始80周年を記念して誕生したラ
ジオイベントカー「80ちゃん号」が全国を巡るこの番
組は、地域の「やる気・元気・本気」を伝えています。
　今回県内は、室戸市、安芸市、高知市を回り、安
芸市は「書道・陶芸・童謡」が盛んな町として紹介さ
れました。書道のＰＲとして、「興」の文字を大揮毫
してくれた安芸高校書道部3年の坂本雪乃さん、小中
学生選抜書展副実行委員長の上岡まゆみさんが出演。
内原野焼のＰＲは陶芸家の西邨出さんがしてくれま
した。安芸児童合唱団「はまゆう」の指導者中川彩子
さんは、今年生誕120周年となる作曲家弘田龍太郎
を紹介し、はまゆうの団員5人が「靴が鳴る」、「鯉の
ぼり」の合唱を披露、会場全体でも「春よ来い」を大
合唱し童謡の里を全国に発信しました。
　ふるさとメッセージとして「釜あげちりめん丼」の
ＰＲを、安芸釜あげちりめん丼楽会の山本美栄さん、
仙頭ゆかりさんが元気一杯してくれました。

▶
八
流
荘
に
入
所
さ
れ
て
い

る
利
岡
郁
枝
さ
ん（
明
治
44

年
12
月
29
日
生
ま
れ
）
が
、

こ
の
ほ
ど
百
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
、
施
設
の
方
々
と

一
緒
に
松
本
市
長
も
お
祝
い

し
、
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

▶
12
月
22
日
　
日
本
赤
十
字

社
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
共
同
で
実
施

し
て
い
る
「
海
外
た
す
け
あ

い
募
金
」
に
安
芸
高
校
生
7

人
が
青
少
年
赤
十
字
活
動
と

し
て
参
加
し
、
安
芸
駅
前
で

募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

社
明
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
ま
ず
一
歩

　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
の
最
優
秀
賞
に
、
市
立
安
芸
中
学

校
3
年
の
野
川
竣
平
君
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
県
推
進
委
員
会
と
高
知
保
護
観

察
所
が
主
催
で
、
中
学
生
4
6
3
点
の
応

募
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
作
文
の
題
名
は
「
最
初
の
一
歩
」。
去
年

7
月
の
強
化
週
間
に
、
安
芸
市
役
所
で
開

か
れ
た
集
会
で
発
表
し
た
作
文
で
す
。

　
作
文
で
は
「
あ
い
さ
つ
が
人
を
笑
顔
に

す
る
こ
と
や
部
活
動
で
声
を
掛
け
合
う
こ

と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
支
援
の
た
め
に
生
徒
会
執
行
部

が
呼
び
掛
け
た
募
金
活
動
な
ど
を
通
し
て
、

人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き

な
い
と
感
じ
た
。
大
変
な
時
こ
そ
み
ん
な

が
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
る
こ
と
が
必
要
。

一
人
一
人
が
、
あ
い
さ
つ
を
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
少
し
ず
つ
笑
顔

を
増
や
し
て
い
く
こ
そ
、
社
会
を
明
る
く

す
る
最
初
の
一
歩
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

　「
今
後
も
明
る
い
社
会
の
実
現
に
で
き
る

こ
と
を
続
け
た
い
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

▲12月21日 高知保護観察所長が安
芸中を訪れ、伝達式が行われました。

▲県消防防災航空隊防災ヘリ「り
ょうま」による吊り上げ救助訓練。
　津波の発生により、沿岸部のビ
ルの屋上に避難した人が取り残さ
れているとの想定で出動し、ヘリ
から降りてきた隊員が、要救助者
を吊り上げました。

安
芸
市
消
防
出
初
式

域
防
災
の
要
　
安
芸
市
を
守
る
消
防
団

　
1
月
9
日
　
新
年
恒
例
の
「
安
芸
市
消
防
出
初
式
」
が
安
芸

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
消
防
本
部
職
員
や
各
地
区

の
消
防
団
員
ら
約
3
0
0
人
が
参
加
。
士
気
の
高
揚
を
図
り
、

地
域
防
災
の
意
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
安
芸
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
、
団
本
部

女
性
消
防
団
員
、
消
防
本
部
に
続
き
、
市
内
10
分
団
が
消
防

車
両
と
と
も
に
堂
々
と
入
場
行
進
し
ま
し
た
。

　
小
松
敏
伸
消
防
長
は
「
地
震
・
津
波
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、
団
員
の
命
を
い
か
に
守
る
か
検
討
し
て
い
る
。
去

年
の
出
火
件
数
は
18
件
と
前
年
度
よ
り
8
件
増
え
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
火
災
予
防
啓
発
に
努
め
て
ほ
し
い
」
と
訓

示
。
野
町
久
壽
昭
消
防
団
長
も
「
ど
の
よ
う
な
災
害
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
の
訓
練
と
団
結
が
大
切
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
勤
続
30
年
表
彰
4
人
、
25
年
表
彰
8
人
、
20

年
表
彰
11
人
、
10
年
表
彰
5
人
、
内
助
功
労
章
に
団
員
の
妻

6
人
、
精
勤
章
6
人
、
模
範
章
と
し
て
土
居
分
団
を
表
彰
。

新
入
団
員
5
人
に
は
団
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
初
式
後
半
で
は
、
防
災
ヘ
リ
救
出
訓
練
や
レ
ス
キ
ュ
ー

隊
降
下
訓
練
、
ポ
ン
プ
操
法
、
消
防
団
一
斉
放
水
や
、
煙
体

験
ハ
ウ
ス
の
体
験
、
ご
め
ん
・
な
は
り
線
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ

ョ
ー
や
餅
投
げ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
終
了
後
に
は
、
消
防
車
両
総
出
で
市
内
パ
レ
ー
ド
を
行
い

火
災
予
防
啓
発
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

▶
松
本
市
長
は
式
辞
で
「
南
海
地

震
で
倒
壊
す
る
現
在
の
消
防
庁
舎

を
高
規
格
道
「
安
芸
道
路
」
の
隣

地
で
あ
る
Ｊ
Ａ
土
佐
あ
き
ゆ
ず
加

工
場
の
西
側
に
新
築
し
、
約
1
，2

0
0
人
の
津
波
避
難
機
能
を
持
つ

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
庁
舎
の
建
設

と
、
津
波
避
難
放
送
や
行
政
放
送

が
で
き
る
防
災
行
政
無
線
整
備
を

進
め
、
南
海
地
震
・
津
波
対
策
を

強
化
す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

たつの市ニュー
ス

姉妹都市通信

件名

本文

添付

「平清盛」ゆかりの地 室津
いよいよNHK大河ドラマ「平清盛」

が始まりました。清盛は1180年、高
倉上皇と厳島神社を参拝します。それ
を記録した「高倉院厳島御幸記」では、
清盛が賀茂神社（たつの市御津町室津）
を参詣し船旅の安全を祈ったことが記
されています。多くの歴史上の人物が
立ち寄り交通の要衝として栄えた室津
へ、ぜひお越しください。

国
指
定
重
要
文
化
財

「
賀
茂
神
社
」
小
五
月
祭

広報あき　平成24年2月広報あき　平成24年2月 「広報あき」はホームページでカラーでご覧いただけます　→ →　安芸市ホームページhttp://www.city.aki.kochi.jp/ 89



体験入園
▽と き 2月2日、7日、14日、21日、

23日、28日　9時～12時 
▽ところ 安芸保育所
▽持ち物 着替え、水筒、タオルなど

《給食試食会》

▽と き 2月14日（火）
3月6日（火）

▽申 込 2月は7日（火）締切
3月は2日（金）締切

▽定 員 10人
▽食 費 300円

園庭開放
▽と き 平日9時～15時
安芸保育所の園庭を開放しています。
子ども同士、保護者同士のふれあいの場として
ご利用ください。

食生活改善推進員さんと一緒に作ります。

電話相談・面接相談
▽と き 平日10時～16時
育児の悩みなどお気軽にご相談ください。
面接相談の際は事前にご連絡ください。

なかよし広場　

▽と き

『親子でクッキング』～おやつを作ろう～

2月16日（木）10時～12時
▽ところ 健康ふれあいセンター「元気館」 

15組
子ども1人100円
着替え、水筒、タオル、エプロン、
三角巾など

▽定　員
▽材料費
▽持ち物

○地域子育て支援センター
■問　地域子育て支援センター
　　　（安芸保育所内）☎35・2377

子育てinformation ○乳幼児健診
■問　健康ふれあいセンター「元気館」☎32・0300

○子育て広場
■問　健康ふれあいセンター「元気館」☎32・0300

○子育て応援連絡会
■問　健康ふれあいセンター「元気館」☎32・0300

3～4カ月児健診
▽と き 2月14日（火）13時50分～
▽ところ 健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者 平成23年10月生まれ

（順次個別通知します）

9～10カ月児健診
▽と き 2月28日（火）14時～
▽ところ 健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者 平成23年4月生まれ

（順次個別通知します）

1歳6カ月児健診
▽と き 2月14日（火）13時～
▽ところ 健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者 平成22年5月生まれ

（順次個別通知します）

3歳児健診
▽と き 2月28日（火）13時～
▽ところ 健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者 平成20年10月生まれ

（順次個別通知します）

すくすく広場（計測・栄養相談・妊婦の交流）
▽と き 2月8日（水）10時30分～12時
▽ところ 健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者 乳幼児とその保護者

あきっこ広場（ボランティアと一緒に遊ぼう！）
▽と き 2月24日（金）10時～12時
▽ところ 健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者 乳幼児とその保護者
＊託児できます。

いっぽいっぽの会講演会「はじめのいっぽ」
▽と　き　2月10日（金）18時30分～20時30分
▽ところ　総合社会福祉センター3階大ホール
▽内　容　発達障がいについて
▽講　師　二宮啓さん（高知市立養護学校教員）
▽参加費　無料
▽申　込　2月7日（火）締切

子育てリフレッシュタイム「映画観賞会」
　子育て中の皆さん、育児から少し離れて、のん
びり映画観賞はどうですか？
▽と　き　2月24日（金）10時～12時
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
　　　　　機能訓練室
▽定　員　20人
▽参加費　150円（お茶代＋託児保険料）
▽申　込　2月15日（水）締切
＊託児できます。「あきっこ広場」
　　　　　　　
井ノ口ミニすくすく広場「ベビーマッサージ」
▽と　き　2月22日（水）10時30分～12時
▽ところ　井ノ口公民館
▽対　象　乳幼児とその保護者　　　　　　　　
▽参加費　無料
▽申　込　2月15日（水）締切

　「子どもが病気なのに仕事が休めない、保育所に
も預けられない」といった場合、病中（重症は除く）
や病気の回復期の子どもをお預かりする「病児・病
後児保育事業」を、市から尾木医院に委託して行っ
ています。
　今年度からこの事業の定員を3人から6人に増員
しています。
　さらに、尾木医院は施設を改修してくださり、受
け入れ態勢の充実に取り組まれています。（保育室
と感染症の子ども用の隔離室を準備し、それぞれの
部屋トイレ、手洗いを備えて感染予防にも配慮した
造りとなっています。）
＊ほかの病院にかかっている児童でも利用できます
が、福祉事務所または尾木医院にある「診療情報提
供書」（医療保険対象）をかかりつけの医師に記入し
てもらってください。

▽利用料金　1日　1,000円、半日および所得税非
　　　　　　課税世帯　500円
▽利用時間　8時30分～17時30分
　　　　　　（火・土曜は12時まで、日曜・祝日は休み）
▽対象児童　保育所などに入所している児童および
　　　　　　小学校3年生までの児童

安芸市は第3子以降の保育料無料化や、中学卒業までの子どもの医療費を助成するなど
子育て支援に取り組んでいます。詳しくは、福祉事務所こども係☎35・1009

■問　市民課市民係☎35・1001お誕生日おめでとう（12月生まれ）

【安　芸】

長尾　隆司　美恵　　　女　 瑠愛　   12月  6日

小谷　浩孝　美恵　　　男　 郁叶　   12月  7日

本山　恭平　梨世　　　男　 瑞月　   12月  9日

吉本　一生　知穂　　　男　 晴瑠　   12月12日

岡崎　宏幸　愛恵　　　女　 幸来　   12月19日

新井　綾治　あゆみ　　女　 陽葵　   12月21日

岡﨑　隆行　陽子　　　女　 咲由梨   12月25日

る　あ

いくと

みつき

は　る

さ　ら

ひまり

　　さ　ゆ　り 

保　護　者 性別 赤ちゃん 誕生日

小原　一樹　綾乃　　　女　 心晴　   12月25日

岸上　賢治　智恵　　　女　 玲那　   12月25日

【井ノ口】

小松　洋治　有美　　　女　 希絆　   12月15日

　　　　　　　　　　　女　 優維　   12月15日

【畑　山】  

小松　靖一　圭子　　　男　 尚太郎   12月  9日

こはる

れいな

ののは

ゆうい

　　しょうたろう

保　護　者 性別 赤ちゃん 誕生日

安芸保育所の行事に参加しませんか？

▽と き
≪節分≫

▽と き
≪ひな祭り≫

2月3日（金）10時～
（9時30分までに保育所に来てください）
みんなで豆まきを楽しみましょう！

3月2日（金）10時30分～
（10時までに保育所に来てください）
かわいいお雛さまに会えるかな？

■問　福祉事務所こども係☎35・1009、尾木医院☎34・3155

病児・病後児保育の委託病院（尾木医院）の保育施設が改修されました

広報あき　平成24年2月広報あき　平成24年2月 「赤ちゃん集まれ！」のコーナーでは、写真を募集中　→ →　お子さんかお孫さんを紹介してみませんか？ 1011



申告をお忘れなく！！ 

　 申告期限 3月15日 までで
す！

こちらに記入して申告してください

～15歳 16歳～ 19歳～ 23歳～ 70歳～

平成24年度
住民税・国民健康保険税
　今年も申告書を提出する時期がやってきました。
この申告は、住民税を決定する資料になるほか、国
民健康保険税・介護保険料・所得証明書などの基に
なります。申告の必要な人は、左の申告書に記入し、
提出してください。
＊申告がない場合は、国民健康保険税の軽減などが
受けられない場合があります。

～24年度住民税から扶養控除が見直されました～
　子ども手当の支給対象となる年少扶養控除は、扶
養控除の対象外となります。また高校授業料無償化
の対象となる16歳～18歳の扶養親族については、特
定扶養親族としての上乗せ部分の12万円がなくな
り、控除額が33万円に引き下げられます。ただし、
住民税の非課税限度額等の算定に必要ですので、
必ず扶養親族の申告をお願いします。

▼どんな人が？

　平成24年1月1日に安芸市に住所を有している人
は、次の場合を除きすべての人に申告の義務があ
ります。
【申告しなくてよい場合】
①確定申告をする人
②勤務先（会社など）で年末調整をした人で､他に収
入のない人
③収入が公的年金等だけの人
　(住民税が課税となる人で、社会保険料控除･扶
養控除・医療費控除・寡婦（夫）控除など、各種
控除を受けたい場合は申告が必要です）

④住民税が非課税となることが明らかな人
　（国民健康保険・介護保険に加入している人、後
期高齢者医療などの制度を利用している人、国
民年金の免除を受けたい人、所得・課税証明書
が必要な人などは申告が必要です）

▼必要なもの

□とじ込みの申告書（コピー可。また、安芸市役所ホームページよりダウンロードすることもできます)
□印かん（認印で可）
□収入などを証明するもの（平成23年中の源泉徴収票や給与証明書、売上（収入）・仕入・経費などの明細)
□医療費・社会保険料などの領収書
□保険会社の発行した生命保険・損害保険料の支払証明書（控除証明書）
□障害手帳などの障害の等級が確認できるもの（コピー可)

＊申告期限間近になると、窓口が混雑してお待たせすることがあります。なるべくお早めにお越しください。

▼受付期間　

2月16日（木）～3月15日（木）
8時30分～12時、
13時～16時30分（土･日は除く）
（国民健康保険税の申告は4月16日（月）まで）　

■問・申告会場

税務課市民税係（西庁舎1階5番窓口）
☎35・1005（直通）
＊申告書は郵送でも受け付けています。
〒784－8501　安芸市矢ノ丸1丁目4－40

平成23年中の収入について、①～⑤の該当する欄に記入してください。

33万円
（38）　　

33万円
（38）　　

38万円
（48）　　

45万円
（53）　　

扶養控除額 住民税
（所得税）

同居老親等＋7万円 
（＋10）

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

広報あき　平成24年2月広報あき　平成24年2月 1213



（所得から差し引かれる金額）について、⑥～⑬の該当する欄に記入してください 

寡 婦 と は･･･

特別寡婦とは･･･
寡 夫 と は･･･
普通障害とは･･･
特別障害とは･･･
勤労学生とは･･･

次のＡ・Ｂどちらかに該当する人です。
Ａ．夫と死別し、または離婚した後に再婚していない婦人や夫の生死が明らかでない婦人で、扶養親族や生計を一に
      している子（総所得38万円以下で、他の人に扶養されていない）のある人。
Ｂ．夫と死別してから再婚していない婦人や夫の生死が明らかでない婦人で、合計所得金額が500万円以下の人。

寡婦の A のうち扶養親族である子を有し、合計所得金額が500万円以下の人。

特別寡婦の内容に該当する夫の人。

身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳・療育手帳を持っている人 など。

上記障害のうち、重度の障害がある人。身体障害者手帳1･2級、精神障害者保健福祉手帳1級、療育手帳A1・A2の人 など。

平成23年12月31日現在、給与所得が65万（収入130万円）以下で、給与以外の所得が10万以下に該当する学生。

▼平成24年度住民税より、16歳未満の年少扶養控除（33万円）、16歳から19歳未満の特定扶養親族としての上乗せ分
（12万円）の控除が廃止されます。ただし、住民税の非課税限度額の算定に必要ですので、必ず16歳未満（H8.1.2～生ま
れ）の扶養親族を記入してください。

▼領収書必要  平成23年中に、あなたやあなたと生計を一にする配偶者やその他の親族のために支払った治療のための医療費の合計を記入してください。た
だし、医療費として認められないもの（コンタクト・健康診断の費用等）もありますので、不明な点はお問い合わせください。

▼領収書・証明書必要 平成23年中に、あなたやあなたと生計を一にする配偶者やその他の親族が負担することになっている、国民健康保険・国民年金
保険・介護保険・後期高齢者医療・各種健康保険組合等の保険料を払った人は記入してください。
ただし、生計を一にする親族等が受け取る公的年金等から差し引かれている国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療の保険
料は、あなたの控除対象にはなりません。

▼証明書必要 平成23年中に、あなたや配偶者やその他親族を受取人とする生命保険や、あなたや配偶者を受取人とする個人年金保険に加入して支払った
保険料を記入してください。

▼証明書必要 平成23年中に、あなたやあなたと生計を一にする配偶者やその他の親族の保険契約等について、支払った保険料を記入してください。同じ保険
契約内では、地震保険と旧長期損害保険の片方しか控除できません。

▼領収書必要 平成23年中に、あなたやあなたと生計を一にする配偶者やその他の親族が災害・盗難又は横領によって、生活用資産などに損害を受け、やむ
を得ず支出した金額を記入してください。

寄附金税額控除　適用最下限額2千円

自分の健康は自分で守る！ お得情報お得情報！お得情報！

2月の休日在宅当番医

診療時間：9時～ 17時
県立安芸病院（☎34・3111）は救急に対応

5日

11日

12日

19日

26日

EASTマリンクリニック

まつうら内科消化器科

森澤病院

芸西病院

つつい脳神経外科

☎34・0003

☎35・8127

☎34・1155

☎33・3833

☎34・0221

健康テレホンサービス

2月の週間予定表
088・832・5266

月

火

水

木

金

土日

子どもの悪い歯並びについて
不妊治療とは？
めまいについて
高齢者こそ日常の運動を
注意欠陥・多動性障害
入浴中の突然死を予防しましょう

提供：高知保険医協会

　はしか（麻しん）は感染力が大
変強く、症状が重くなる病気です。
　自分が感染しないためだけで
なく、周りの人に感染を広げない
ためにも予防接種は有効です。
　市では､麻しん・風しん（ＭＲ）
予防接種を右表の対象者に無料
で行っています。1歳児に1回目の
接種を、また、小学校就学前、中
学1年生、高校3年生の時期に2回
目の接種をお勧めしています。

①特定健診受診率アップで国保税がお得！
　平成24年度特定健診受診率65％（注）を達成しないと、国からペナル
ティがあり、国保税が1人当たり4,200円も高くなる可能性があります。
　今年度の目標受診率は60％。人間ドック・事業所健診などの結果を
元気館にお持ちいただくと、受診率に加算することができます。　　
（注）このほか特定保健指導実施率45％、メタボリックシンドローム該
当・予備群減少率10％の達成が必要です。

②特定保健指導を受け健康度アップで医療費がお得！
　健診結果からメタボリックシンドロームの該当・予備群となった人
は特定保健指導を受けることができます。特定保健指導を受けた人の
中には、2年で体重が15kg減り、血糖値、コレステロール値が大きく
改善した人もいます。自分の健康を守り、より健康な体で仕事をする
ために、元気館に健診結果をお持ちください。

③健診結果を市で管理できてお得！
　健診結果をお持ちいただくと、市で結果を管理することができ、健
診結果を紛失した場合には市で管理しているデータから結果を出すこ
とができます。

＊特定健診受診率向上に、ご理解ご協力をお願いします。

～はしかにならない！　はしかにさせない！～予防接種

麻
し
ん
・
風
し
ん

接種期間対　象　者

1期

2期

3期

4期

＊2・3・4期対象者の接種期限は､24年3月31日です。接種期限を過ぎると実
費負担となりますので、接種期限内に受けましょう。

生後12カ月～24カ月未満

小学校就学前
（平成17年4月2日～平成18年4月1日生まれ）

中学校1年生に相当する年齢の人
（平成10年4月2日～平成11年4月1日生まれ）

高等学校3年生に相当する年齢の人
（平成5年4月2日～平成6年4月1日生まれ）

生後12カ月～
24カ月の間

平成23年4月1日～
平成24年3月31日

その他
受付時間 備　　考ところと　　き項　　目

無医地区診療

14:20～15:20
13:10～14:20
14:50～15:30
10:00～12:00
10:00～12:00
13:30～15:30
10:00～12:00
13:00～15:30　
13:30～15:00

　
10:00～13:00

畑山公民館
東川公民館
古井公民館
市民館別館
四国電力（株）安芸営業所
JA土佐あき本所

安芸市役所

健康ふれあい
センター「元気館」

健康相談

2月21日（火）

2月28日（火）

2月14日（火）

2月  6日（月）

2月29日（水）

2月  3日（金）
　

2月17日（金）

つくし会（生活習慣病
予防サークル）

運動教室：参加費：100円、室内用のシュー
ズ・水分・タオルをご持参ください
栄養教室：エプロン・三角巾・手ふきなどを
ご持参ください。

愛の献血
献血バスの配車の都合により3月分を2
月29日に実施します。

40～74歳の国保被保険者の皆さま
人間ドック、事業所健診の今年度の健診結果を「元気館」へお持ちください

広報あき　平成24年2月広報あき　平成24年2月 ■問　健康ふれあいセンター「元気館」 32・0300 1415



「天ぷら油火災」に注意！
■問　消防本部☎34・1244

AKI CITY NEWS

歴民だより  

毎
年
恒
例
に
な
り
ま
し
た
お
ひ
な
さ

ま
展
が
始
ま
り
ま
す
。
今
年
も
幕
末
か

ら
昭
和
初
期
の
古
い
お
ひ
な
さ
ま
約

2
0
0
体
が
一
堂
に
そ
ろ
い
ま
す
。
写

真
の
雛
軸
は
、
ひ
な
飾
り
に
使
わ
れ
た

掛
軸
で
す
。
か
つ
て
は
、
人
形
と
一
緒
に

飾
っ
た
り（
人
形
の
後
ろ
に
掛
け
る
）、

人
形
の
代
わ
り
に
掛
け
て
飾
っ
た
よ
う

で
す
。
紙
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
す
の

で
、
安
価
で
人
形
よ
り
手
に
入
り
や
す

か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
今
に
残
る
も
の

は
少
な
く
貴
重
で
す
。

　
掛
軸
の
上
半
分
に
は
、
お
ひ
な
さ
ま

と
お
内
裏
さ
ま
が
描
か
れ
、
下
半
分
に

は
武
装
し
た
神
功
皇
后
と
皇
子（
後
の

応
神
天
皇
）
を
抱
く
武
内
宿
禰
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
神
功
皇
后
は
、
夫
の
仲

哀
天
皇
の
急
死（
2
0
0
年
）の
後
、
お

腹
に
子
供（
の
ち
の
応
神
天
皇
）を
宿
し

た
ま
ま
海
を
渡
っ
て
朝
鮮
半
島
に
出
兵

し
、
新
羅
の
国
を
攻
め
ま
し
た
。
新
羅

は
戦
わ
な
い
ま
ま
降
服
し
、
高
句
麗
や

百
済
も
そ
れ
に
続
き
、
勝
利
を
治
め
ま

し
た
。
そ
の
帰
国
の
途
中
、
神
功
皇
后

が
出
産
し
た
と
い
う
話
を
表
わ
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
二
人
は
、
実
在
の
人
物
で
あ
っ

た
か
ど
う
か
不
明
で
す
が
、
か
つ
て
は

何
度
も
お
札
に
も
登
場
し
、
ま
た
五
月

人
形
な
ど
に
よ
く
作
ら
れ
ま
し
た
が
、

今
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
珍
し
く
な
り

ま
し
た
。

　
期
間
中
、
催
し
や
講
演
会（
3
月
10

日
）も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

あ
わ
せ
て
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　火災警報器は、火災の煙や熱などを感知して
音声や警報音でいち早く火災の発生を知らせる
ことで、あなたの命を守ります。多くの命と財
産が住宅用火災警報器で救われています。早急
に取り付けましょう。購入や取り付けは最寄り
の電器店などにご相談ください。
　また、すでに住宅用火災警報器を設置されて
いるご家庭では、1カ月に1度点検をしましょう。

住宅用火災警報器取り付けは済みましたか！！

特
別
展
「
安
芸
の
お
ひ
な
さ
ま
」

■
問
　
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
34
・
3
7
0
6

書
道
美
術
館
「
第
34
回
常
設
展
」

■
問
　
書
道
美
術
館
☎
34
・
1
6
1
3

ち
ゅ
う

た
け
の
う
ち
す
く
ね

お
う
じ
ん
て
ん
の
う

み
　
こ

じ
ん
ぐ
う
こ
う
ご
う

　平成22年1月～12月の間に、全国で起
きた火災は46,574件で、そのうちの10％
（4,693件）が「コンロ」からによるもので
した。
　これらのほとんどが、「ちょっとの間、
目を離した」、「電話がかかってきた」、「温
度が上がるまでと思い、隣の部屋にいた」
など、コンロの火をつけたままその場を離
れていたもので、ちょっとした気の緩みか
ら火災になっています。
　最近の食用油は健康志向から、「少量の
使用で揚げることができる」、「脂肪が付き
にくい」など、成分を工夫した特徴のある
商品が販売されています。
　これらの「健康系油」は、合成油のため、
通常の天ぷら油などより低温で発火し、発
火までの時間も短いことが国民生活センタ
ーの行った実験により分かっています。
　この実験では、合成油は天ぷら油に比べ
て20℃程度低い340℃で発火し、発火ま
での時間も短く300㏄程度の少量の油を家
庭用ガスコンロの強火力バーナーで加熱す
ると5～6分で発火しています。

　発火後、約2分で炎は高さ2メートルを超え壁や天井に
燃え移りました。こうなるともう家庭では手には負えま
せん。
　各メーカーでは、商品のパッケージに「発火温度が低
いこと」、「使用中はその場を離れない」など注意書きし
ていますが、守られていないことが多いようです。
　「ちょっとの間だから」、「すぐ済むから」などのちょっと
した油断が、家族の楽しい時間を台無しにしてしまいます。
「前は大丈夫だった」は、もう通用しません。どんなときも
火を止めるまで目を離さないという心がけが大切です。
　油を使用する際には、火をつけたままその場を離れな
いようにし、温度計を使うなどして、温度管理には十分
気をつけましょう。

種　別
建　物
林　野
その他
計

急　病
交通事故
その他
計

火
　
災

救
　
急

12月分、（　）は累計
安芸市 芸西村 計
0
0
4
4
57
8
31
96

（  ）
（  ）
（  ）
（  ）
（  ）
（  ）
（  ）
（  ）

0
0
0
0
13
0
14
27

0
0
4
4
70
8
45
123

（  ）
（  ）
（  ）
（  ）
（  ）
（  ）
（  ）
（  ）

（  ）
（  ）
（  ）
（  ）
（  ）
（  ）
（  ）
（  ）

安芸市・芸西村火災救急出動状況

4
0
14
18
636
91
419
1146

0
0
2
2

122
23
92
237

4
0
16
20
758
114
511
1383

― 炎の高さは2メートル ―

「缶・紙・古着・ペットボトル」の日 「ビン・有害ごみ」の日

毎週月曜（6日・13日・20日・27日）
毎週火曜（7日・14日・21日・28日）
毎週木曜（2日・9日・16日・23日）
毎週金曜（3日・10日・17日・24日）

缶・スプレー缶・紙（新聞とチラシ・雑誌・ダン
ボール・紙パック）・ペットボトル・古着

ビン・乾電池・蛍光灯・電球・体温計・
温度計・ライター

2月の資源ごみ収集日

■資源ごみ収集日一覧表

畑山・尾川
東川（八ノ谷・丸石・黒瀬・大井・古井・
別役・入河内・奈比賀・長山）

久世町・庄之芝町・染井町・桜ヶ丘町・幸町・
宝永町・黒鳥・植野・井ノ口・栃ノ木

本町1～5丁目・土居・僧津・伊尾木・下山

花園町・柳田・矢ノ丸1～4丁目・港町1～2
丁目・内原野・花・川北・江川・小松原

日ノ出町・寿町・清和町・千歳町・津久茂町・
馬ノ丁・赤野・穴内

中郷

毎週水曜日（1日・8日・15日・22日・29日）

毎月第3水曜（15日）

毎月第1・3水曜（1日・15日）

毎月第2・4水曜（8日・22日）

毎月第1・3水曜（1日・15日）

一般廃棄物最終処分場（安芸市リサイクルプラザ）は日曜日以外受け入れしています。受け入れ時間 午前は8時30分～12時、午後は13時～16時30分
■問　平日　環境課☎35・1023　　土・祝日　最終処分場☎34・1353

▶
雛
軸（
昭
和
10
年
）個
人
寄
贈

▽
と
　
き
　
2
月
25
日（
土
）

　
　
　
　
　
10
時
〜
12
時

▽
と
こ
ろ
　
安
芸
城
跡
、

　
　
　
　
　
歴
史
民
俗
資
料
館
周
辺

▽
参
加
費
　
無
料

＊
参
加
希
望
者
は
、
館
ま
で
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
＊
4
月
2
日
、
9
日
の
月
曜
日
は
休
館
）

あ
い
て
ん
の
う

■
第
1
展
示
室
「
近
代
書
道
の
流
れ
」

　
明
治
か
ら
昭
和
へ
、
近
代
書
道
の
流
れ
と

書
道
の
里
安
芸
を
代
表
す
る
書
家
を
紹
介

　
日
下
部
鳴
鶴
、
比
田
井
天
来
、
中
林
梧
竹
、

川
谷
横
雲
・
尚
亭
、
手
島
右
卿
な
ど

■
第
2
展
示
室
「
高
知
県
出
身
書
家
作
品
」

　
伊
藤
神
谷
、
川
村
窃
処
、
中
平
松
鶴
、
福

原
云
外
、
松
岡
雲
峰
、
光
本
三
千
萬
な
ど

■
第
3
展
示
室
「
希
望
に
む
か
っ
て
」

　
苦
難
を
乗
り
越
え
、
希
望
に
む
か
っ
て
い

く
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ
ら
れ
る
書
を
展
示

＊
2
月
19
日
〜
3
月
4
日
は
「
高
知
県
小
中

学
生
選
抜
書
展
」
展
示

■
第
4
展
示
室
「
南
不
乗
作
品
」

■
第
5
展
示
室
「
全
国
書
家
作
品
」

　
浅
見
喜
舟
、
今
関
修
竹
、
川
村
驥
山
、
桑

原
翠
邦
、
田
代
秋
鶴
、
竹
田
悦
堂
な
ど

～安芸市立書道美術館は、今年で開館30周年を迎えます～

▲手島右卿「雲」

2
月
4
日
㈯
〜
4
月
15
日
㈰

3
月
31
日
㈯
ま
で

書
美

「
草
び
な
作
り
」

AKI CITY NEWS

広報あき　平成24年2月広報あき　平成24年2月 安芸市地域包括支援センターは、高齢者の総合相談窓口です。 → →　お気軽にご相談ください。介護保険係内　32・055517 16



示
板

情
報

掲
催
　
し

募
　
集

有料広告

女
性
の
家
2
月
の
常
掲

　
　
　
　
　
　
絵
画
展

　
今
月
の
常
掲
は
、
託
老
所
わ

す
れ
な
草
「
ア
ー
ト
の
会
」（
わ

す
れ
な
草
利
用
者
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
）が
描
か
れ
た
絵
画

展
で
す
。ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

▽
と
　
き
　
2
月
1
日（
水
）〜

2
月
28
日（
火
）9
時
〜
21
時

（
昼
、
夕
方
は
休
憩
あ
り
）

＊
日
曜
日
は
休
館（
祝
日
は
都
合

に
よ
り
休
館
す
る
場
合
あ
り
）

▽
と
こ
ろ
　
女
性
の
家
1
階
ロ
ビ
ー

■
問
　
女
性
の
家
☎
34
・
3
5
1
4

第
　
回

東
部
美
術
展

第
　
回

ふ
る
さ
と
名
勝
写
真
展

▽
と
　
き
　
2
月
3
日（
金
）〜

2
月
6
日（
月
）10
時
〜
16
時

▽
と
こ
ろ
　
安
田
町
文
化
セ
ン

タ
ー

▽
作
　
品
　
安
芸
郡
市
町
村
の

作
品
2
0
0
余
点

　
日
本
画
・
洋
画
・
書
道
・
写

真
・
彫
塑
工
芸
・
色
紙
・
切

り
絵
・
短
冊
・
押
し
絵
・
押

し
花
な
ど
。

　
な
つ
か
し
の
映
画
ポ
ス
タ
ー

展
、お
も
ち
ゃ
展
も
同
時
開
催
。

■
問
　
安
芸
市
文
化
協
会
事
務

局（
生
涯
学
習
課
内
）

　
☎
35
・
1
0
2
0

相
続
登
記
無
料
相
談
会

　
登
記
手
続
の
専
門
家
で
あ
る

「
司
法
書
士
」
が
、
相
続
に
関
す

る
登
記
手
続
や
相
続
に
関
す
る

紛
争
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
と
　
き
　
2
月
6
日（
月
）

　
10
時
〜
16
時

▽
と
こ
ろ
　
安
芸
商
工
会
館
3
階

■
問
　
高
知
県
司
法
書
士
会

　
☎
0
8
8
・
8
2
5
・
3
1
3
1

第
　
回

安
芸
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
芸
能
大
会

　
民
謡
・
舞
踊
・
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
と
　
き
　
2
月
16
日（
木
）

　
12
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
市
民
会
館

＊
入
場
無
料

■
問
　
安
芸
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
☎
35
・
3
5
8
8

平
成
　
年
度
　
第
3
回

ふ
れ
あ
い
医
療
教
室

▽
と
　
き
　
2
月
25
日（
土
）

　
13
時
30
分
開
場
　
14
時
開
演

▽
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽
座
　
長
　
県
立
安
芸
病
院
院

長
　
前
田
博
教
先
生

▽
テ
ー
マ
　

①
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
子
ど
も

の
話

　「
落
ち
着
き
の
な
い
子
・
忘
れ

物
の
多
い
子
・
人
付
き
合
い

の
苦
手
な
子
」

　
高
知
県
立
安
芸
病
院
小
児
科

医
長
　
前
田
賢
人
先
生

②
い
き
い
き
シ
ニ
ア
世
代
の
た

め
に

　
高
知
大
学
医
学
部
産
婦
人
科

学
講
座
准
教
授
　
前
田
長
正

先
生

＊
入
場
無
料

■
問
　
県
立
安
芸
病
院
地
域
連

携
室

　
☎
0
8
8
7
・
3
5
・
8
1
0
7

改
正
「
育
児
・
介
護

休
業
法
」
説
明
会

　
育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正

さ
れ
、
一
部
規
定
が
適
用
猶
予

さ
れ
て
い
た
、
従
業
員
1
0
0

人
以
下
の
企
業
に
お
い
て
も
、

平
成
24
年
7
月
か
ら
は
全
て
の

規
定
が
全
面
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
法
律
に
関
す
る
説
明
会
お

よ
び
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
と
　
き
　
2
月
21
日（
火
）

　
13
時
30
分
〜
16
時

▽
と
こ
ろ
　
安
芸
公
共
職
業
安

定
所
2
階
会
議
室

▽
説
明
内
容

○
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
と

育
児
・
介
護
休
業
規
定
の
整

備
に
つ
い
て

○
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
に
基
づ
く
一
般
事
業
主
行

動
計
画
に
つ
い
て

○
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
図
る

た
め
の
助
成
金
に
つ
い
て

＊
説
明
会
終
了
後
、
個
別
の
相

談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
　
高
知
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
☎
0
8
8
・
8
8
5
・
6
0
4
1

下
水
道
排
水
設
備
工
事

指
定
工
事
店
お
よ
び

責
任
技
術
者
の
登
録
・

更
新
の
受
け
付
け

【
指
定
工
事
店
】

▽
受
付
期
間
　
2
月
1
日（
水
）

〜
3
月
9
日（
金
）

▽
必
要
書
類
　
更
新
対
象
者
に

は
、
案
内
文
書
を
郵
送
し
ま

す
。（
新
規
登
録
を
希
望
す
る

場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

＊
申
請
添
付
書
類
に
は
、
取
得

に
日
数
を
要
す
る
も
の
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
準
備

く
だ
さ
い
。

▽
手
数
料

　
新
規
　
2
0,
0
0
0
円

　
更
新
　
1
0,
0
0
0
円

【
責
任
技
術
者
】

▽
受
付
期
間
　
2
月
1
日（
水
）

〜
2
月
15
日（
水
）

▽
必
要
書
類
　
申
請
書
、
住
民

票
等
、
写
真
2
枚（
3
㎝
×
2.5

㎝
）、
更
新
講
習
受
講
証

▽
手
数
料

　
新
規
　
5,
0
0
0
円

　
更
新
　
3,
0
0
0
円

■
問
　
上
下
水
道
課
下
水
道
係

☎
35
・
1
0
1
8

安
芸
市
奨
学
資
金

平
成
　
年
度
奨
学
生

　
安
芸
市
で
は
、
高
校
・
高
等
専

門
学
校
・
大
学
な
ど
へ
進
学
さ
れ

る
人
、
ま
た
は
在
学
中
の
人
で
、

次
の
応
募
資
格
全
て
を
満
た
し

て
い
る
人
に
無
利
子
で
奨
学
資

金
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
資
格

○
進
学
の
意
欲
が
旺
盛
で
あ
る

こ
と

○
学
資
の
調
達
が
難
し
い
と
認

め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と（
独

立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
の
定
め
る
学
資
貸
与
の

際
の
収
入
基
準
を
参
考
と
し

ま
す
）

○
保
護
者
ま
た
は
親
権
者
が
引

き
続
き
1
年
以
上
安
芸
市
に

住
ん
で
い
る
こ
と

○
身
体
強
健
で
品
行
方
正
で
あ

る
こ
と

○
奨
学
金
の
返
還
が
可
能
で
あ

る
こ
と

▽
貸
付
金
額

・
高
等
学
校
　
月
額
1
万
円
以
内

・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校

月
額
1
万
5
千
円
以
内

・
大
学
　
月
額
3
万
円
以
内

▽
募
集
人
員
　
各
学
校
若
干
名

▽
募
集
期
間
　
3
月
1
日（
木
）〜

30
日（
金
）

＊
申
請
の
用
紙
は
学
校
教
育
課

の
ほ
か
市
内
中
学
校
・
高
校
に

も
あ
り
ま
す
。

■
問
・
申
込
　
学
校
教
育
課

　
☎
35
・
1
0
2
1

安
芸
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
安
芸
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
推
薦

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
市
民
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

　
一
般
、
高
校
生
お
よ
び
団
体

で
、
日
本
代
表
ま
た
は
県
代
表
と

し
て
競
技
大
会
に
出
場
し
、
優

秀
な
成
績
を
収
め
、
地
域
社
会

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
て

い
る
人

【
市
民
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
】

　
地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、
振

興
の
た
め
熱
心
に
実
践
し
、
指

導
に
あ
た
っ
て
い
る
50
歳
以
上

の
人

▽
対
象
者
　
安
芸
市
在
住
者
も

し
く
は
出
身
者
、
ま
た
は
安

芸
市
に
所
存
す
る
団
体

▽
受
付
期
限
　
2
月
22
日（
水
）

必
着

■
問
　
生
涯
学
習
課

　
　
　
☎
35
・
1
0
2
0

第
　
回

安
芸
市
駅
伝
競
走

大
会
参
加
チ
ー
ム

　
気
の
合
う
仲
間
で
チ
ー
ム
を

作
り
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と
　
き
　
3
月
4
日（
日
）

　
9
時
〜（
小
雨
決
行
）

▽
参
加
資
格
　
安
芸
市
在
住
者

お
よ
び
安
芸
市
内
に
勤
務
し

て
い
る
人（
平
成
23
年
度
卒
業

生
を
含
む
高
校
・
大
学
生
は

除
く
。
定
時
制
は
可
）。
ま
た
、

チ
ー
ム
関
係
者
か
ら
、
交
通

指
導
な
ど
の
役
員
が
出
せ
る

チ
ー
ム
。

▽
チ
ー
ム
編
成
　
1
チ
ー
ム
6

人
。
同
一
職
場
・
チ
ー
ム
・

ク
ラ
ブ
な
ど
で
編
成
。

【
小
学
生
の
部
】

　
安
芸
市
内
在
校
生
お
よ
び
市

内
の
ク
ラ
ブ
に
在
籍
す
る
者
。

【
中
学
生
・
一
般
の
部
】

　
1
部
2
部
制
。
安
芸
市
内
在

校
生
お
よ
び
一
般
男
女
。
年
齢

制
限
な
し
、
男
女
混
合
チ
ー
ム

も
可
。
2
部
は
ピ
ッ
タ
リ
駅
伝
。

▽
受
付
期
限
　
2
月
22
日（
水
）

必
着

■
問
　
生
涯
学
習
課

　
　
　
☎
35
・
1
0
2
0

の
い
ち
動
物
公
園
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
ま
せ
ん
か
？

　
の
い
ち
動
物
公
園
で
は
、
み

な
さ
ん
に
自
然
や
動
物
に
親
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
活
動
へ
の
協
力
や
園
内
情
報
、

ま
た
来
園
さ
れ
る
多
く
の
方
に

動
物
た
ち
の
こ
と
を
伝
え
て
い

た
だ
く
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

第
14
期
生
を
募
集
し
ま
す
。

▽
受
付
期
間

　
2
月
11
日（
土
）〜
3
月
13
日

（
火
）

▽
説
明
会
・
研
修

・
第
1
回
　
3
月
25
日（
日
）9

時
50
分
〜
12
時

・
第
2
回
　
4
月
15
日（
日
）12

時
45
分
〜
15
時

▽
対
象

①
活
動
の
趣
旨
に
賛
同
で
き
る

方
②
平
成
24
年
4
月
1
日
時
点
で

15
歳
以
上
の
方

③
動
物
や
自
然
環
境
に
興
味
が

あ
り
、
学
習
意
欲
の
あ
る
方

④
2
回
の
説
明
会
＆
研
修
に
参

加
で
き
る
方

⑤
土
日
祝
日
に
概
ね
月
1
回
以

上
参
加
で
き
る
方

■
問
・
申
込
　
県
立
の
い
ち
動

物
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
係

　
☎
0
8
8
7
・
5
6
・
3
5
0
9

30

39

23
37

25

お
知
ら
せ

一般廃棄物最終処分場放流水水質検査

pH

処分場独自排水目標

法排水基準

ＳＳ
　mg/ℓ

ＣＯＤ
　mg/ℓ

ＢＯＤ
　mg/ℓ

大腸菌群数
個/㎖　

採
取
試
験
日

5.8～8.6

5.8～8.6

7.5

7.6

7.4

7.0

20以下

150以下

1.0未満

1.0未満

1.0未満

1.0未満

20以下

120以下

1.5

2.4

1.6

1.6

10以下

120以下

0.5未満

0.5未満

0.5未満

0.5未満

3,000以下

3,000以下

30未満

30未満

30未満

30未満

12月  1日

12月  8日

12月15日

12月22日

24

有料広告

広報あき　平成24年2月 18広報あき　平成24年2月 「広報あき」では、有料広告を募集しています。 → →　詳しくはお問い合わせください。 ■問　総務課　35・100019



口 統 計人

人口   　19,557人
（前月比：10人減）
男  　9,249人

（　〃　  ：6人減）
女　10,308人

（　〃　  ：4人減）
世帯数 　　8,841

7,596人
1,859人
3,164人
322人
2,011人
2,203人
245人
821人
1,336人

安　芸
伊尾木
川　北
東　川
土　居
井ノ口
畑　山
穴　内
赤　野

（地区別人口）

【23年12月末日現在】

1（
木
）全
国
山
村
振
興
連
盟
総

会
、
国
保
制
度
改
善
強
化
全

国
大
会
、
民
主
党
政
府
へ
代

表
陳
情
、
県
選
出
国
会
議
員

へ
要
望
活
動（
東
京
）

2（
金
）企
画
調
整
課
、
商
工
観

光
水
産
課
、
安
芸
商
工
会
議

所
か
ら
要
望
、
安
芸
法
人
会

か
ら
要
望
、
五
者
会
、
市
消

防
団
忘
年
会

3（
土
）ニ
ッ
ポ
ン
高
度
紙
工
業

第
14
回
Ｎ
Ｋ
Ｋ
カ
ッ
プ
開
会

式
・
懇
親
会

4（
日
）室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
世
界

認
定
記
念
式
典（
室
戸
市
）

5（
月
）庁
議
、
課
長
会
、
県
国

保
連
合
会
理
事
会
、
県
道
路

課
・
政
策
企
画
課
へ
要
望
活

動
、
国
土
交
通
省
四
国
地
方

整
備
局
道
路
部
長
・
土
佐
国

道
事
務
所
長（
高
知
市
）

6（
火
）安
芸
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
議
会
、
市
民
賞
表
彰

選
考
委
員
辞
令
交
付
、
同
委

員
会
よ
り
答
申
、
市
民
賞
受

賞
者
決
定
、
市
小
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
か
ら
要
望

7（
水
）企
画
調
整
課
、
高
知
市

農
林
水
産
課
、
婦
人
会
・
日

赤
な
ど
8
団
体
長
と
市
政
意

見
交
換
会

8（
木
）12
月
定
例
市
議
会
開
会

9（
金
）臨
時
課
長
会
、
県
危
機

管
理
部
長
、
十
河
副
知
事
訪

問
、
故
中
内
力
元
知
事
が
手

島
右
卿
氏
の
書
を
市
に
寄
贈
、

県
観
光
部
長
・
土
木
部
へ
要

望
活
動

10（
土
）土
佐
ゆ
め
灯
り
イ
ベ
ン

ト
「
こ
こ
ろ
ざ
し
の
灯
」、
防

衛
協
力
3
団
体
忘
年
会

11（
日
）第
36
回
安
芸
タ
ー
ト
ル

マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
・
表
彰

式
典

12（
月
）交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
市
議
会
質
疑
、
福

祉
事
務
所
、
税
務
課
、
企
画

調
整
課

13（
火
）国
の
会
計
検
査
院
に
概

要
説
明
、
福
祉
事
務
所
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ホ
ッ
プ
あ
き
・
ゆ

う
ハ
ー
ト
安
芸
か
ら
要
望

14（
水
）庁
舎
前
早
朝
清
掃
、
ま
ち

づ
く
り
課
、
国
土
交
通
省
四
国

地
方
整
備
局
道
路
部
長
来
訪
、

市
議
会
一
般
質
問
協
議

15（
木
）市
議
会
一
般
質
問
協
議

16（
金
）土
地
開
発
公
社
理
事
会
、

市
遺
族
会
忘
年
会

18（
日
）広
田
参
議
院
議
員
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム（
高
知
市
）

19（
月
）市
議
会
一
般
質
問

20（
火
）市
議
会
一
般
質
問
、
Ｊ

Ａ
Ｌ
高
知
支
店
長

21（
水
）公
的
保
育
所
拡
充
団
体

か
ら
要
望
、
土
佐
国
道
事
務

所
長
、
農
業
委
員
会
忘
年
会

22（
木
）12
月
定
例
市
議
会
採

決
・
閉
会
、
市
議
会
議
員
と

の
忘
年
会

23（
金
）震
災
に
強
い
人
・
地
域
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
講
演

会（
高
知
市
）

26（
月
）安
芸
広
域
市
町
村
圏
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議

会
定
例
会（
室
戸
市
）、
県
地

域
産
業
振
興
監
か
ら
地
域
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
説
明

27（
火
）県
漁
港
漁
場
課
、
尾
﨑

知
事
に
要
望（
高
知
市
）

28（
水
）環
境
課
、
キ
リ
ン
ビ
バ

レ
ッ
ジ
四
国
支
社
長
、
四
国

銀
行
安
芸
支
店
長
、
東
部
森

林
組
合
組
合
長
、
利
岡
郁
枝

さ
ん
百
歳
祝
賀

29（
木
）安
芸
分
団
ほ
か
9
消
防

団
へ
年
末
夜
間
警
戒
巡
視

31（
土
）田
野
町
長
御
尊
父
様
葬

儀
参
列

12月　市長活動

相　談

政相談行

権相談人

▽と　き　2月15日（水）10時～15時
　　　　　（12時から13時まで昼休み）
▽ところ　総合社会福祉センター
■問　総務課☎35・1000

▽と　き　2月2日（木）10時～15時
▽ところ　総合社会福祉センター
■問　法務局安芸支局☎35･2272

▽と　き　2月2日（木）10時～16時
　　　　　（12時から13時まで昼休み）
▽ところ　総合社会福祉センター 2階 
　　　　　中会議室
■問　南国年金事務所☎088・864・1111

金相談年

律相談法
▽と　き　2月13日（月）
　　　　　13時30分～15時30分
▽ところ　安芸ひまわり基金法律事務所
　　　　　（商工会議所2階）
＊相談無料　1人30分で予約制
＊多重債務相談については、随時無料で受け付
けています。
■問　安芸ひまわり基金法律事務所
　　　☎35・8200

ぱんだぱんだ

童っ子
～ 2月のお話の会～

わらし

▽と   き　2月4日（土）14時～
▽ところ　図書館児童室
▽内 容　絵本や紙芝居の
　　　　　読み聞かせ、手遊び
　　　　　　　　　　  ほか 

▽と   き　2月9日（木）10時30分～
▽ところ　図書館児童室
▽内 容　赤ちゃんのための絵本や
　　　　　紙芝居の読み聞かせ、
　　　　　からだ遊び、手遊び　ほか

新刊のイチ押し ● 佐藤幹夫　編集

「大きな運転席図鑑
　きょうからぼくは運転手」（学習研究社）

2月の

×印は休館日　○印はおはなし会
平日→9時30分～19時まで
土日→9時30分～17時まで

日 月 火 水 木 金 土
１ ２

７ ８ ９
141516
212223
2829

○３ ４
５ ６ 1011
1312 1718

19 20 2425
2627

○

【児童書】▽あべひでき「ユメリとおばけのなかまたち」▽丸山誠司「お
こさまランチランド」▽杉山実「熱血！アニマル少年野球団」▽きむらゆ
ういち「ひとりぼっちのガブ」▽リラ・プラップ「シマウマしましまなぜあ
るの？」▽デイヴィッド・ウィーズナー「アートとマックス」▽山本省三
「ヒトの親指はエライ！」▽エリザベス・レンハード「選ばれた少女たち」
▽奥沢しおり「ドキドキハートの告白大作戦」▽中島未月「さよなら、ま
たね」▽蒔田陽平「サマー・ウォーズ」▽上島竜兵「人生他力本願」ほか
【一般書】▽小川明子「文化のための追求権」▽堀井憲一郎「ねじれの
国、日本」▽香山リカ「気にしない技術」▽須藤斎「海底ごりごり地球
史発掘」▽マーガレット・ヘファーナン「見て見ぬふりをする社会」▽山
本兼一「赤絵そうめん」▽蘇部健一「古い腕時計」▽恩田陸「夢違」▽
三日月拓「きのうの家族」▽鏑木蓮「真友」▽平安寿子「コーヒーもう
一杯」▽川本三郎「君のいない食卓」ほか

＝2月の新刊案内＝

　今月は、少し変わった乗り物絵本を紹介
します。
　本書には、いろいろな乗り物の運転席か
ら見た景色の写真がたくさん掲載されてい
ます。また、日常では知ることのできない
乗り物、例えば、潜水調査船やスペースシ
ャトルなどの運転席の写真もあります。た
くさんの乗り物を、まるで自分が運転して
いるような気分になれます。
　また、それぞれの乗り物を運転するため
に必要な道具も掲載されていますので、乗
り物に興味のある人は楽しめるのではない
でしょうか。
　ぜひ、親子で一緒に楽しんでください。

休休
館
日

図書館へ行こう！ 安芸市民図書館 35・5638図書館へ行こう！
休休
館
日

第
118
回

市
長
の
一
言

松
　
本
　 

憲
　
治

　高知県内の市町村で人口が増加したのは香南市
だけで、新しく陸上自衛隊の駐屯地が開設された
ことがプラス要因です。その他の市町村は軒並み
人口減少しており、人口減少数の上位5位は、高知
市△5597人、室戸市△2280人、いの町△2006人、
四万十市△1984人、四万十町△1794人です。減少
率では大川村△23.6％、大豊町△14.1％、梼原町△
13.9％、馬路村△13.4％、室戸市△13.0％、東洋町△
13.0％となっています。人口減少の特徴は、高知
県の東西に位置する室戸市、宿毛市、土佐清水市
と、山間部でも元気活発な梼原町、大豊町、馬路
村の人口減少が顕著です。
　特に、県都・高知市の人口が、5597人も減少し
ており、官公署、企業、銀行、病院、商業機能が
集中していながら、景気の低迷、雇用が厳しい経
済情勢が人口減となって反映されています。高知
市の人口が激減すると地方の市町村の人口が比例
して減少していきます。各市が産業立地、観光振
興、企業誘致が厳しい現状で雇用の確保ができず
人口減少を招いています。
　安芸市の特徴は、他の市の人口減少と比較する
と△801人と少ないですが、子どもの出生率が低く
少子社会が続き、雇用の増大ができず人口減とな
っており、畑山と東川の山間集落は大幅な人口減
少です。人口減少率の歴史を見ると、平成2年△
5.1％、7年△5.7％、12年△4.7％、17年△4.6％、今
回が△3.9％であり、平成時代に入り県平均より良
かったのは初めてで、少し改善されてきています。
国勢調査は、安芸市民のパワーの5年間の総合力の
結果が人口に現れてきます。5年後の平成27年に向
けて、人口減少に歯止めをかけるためには、出生率
を高めるために子育て支援や高齢者対策の充実で
住み良い生活環境の向上と農林水産業・商工業・
サービス業・情報産業などの活性化を図り、生産
人口を増やすために、官・民一体的に効果的な事
業の取り組みなどが必要であります。また、今後
10年以内の高速道完成を目指し、都市基盤を固め
て産業振興に次の手を打ち、さらなる市勢発展策
を練り上げていきますのでご提言もください。

市町村人口と今後の展望考察
　平成17年～22年の5年間の人口推移と年齢構成な
ど国、県、市町村の実態を見る国勢調査が昨年10
月に公表されました。市民の皆様もこの調査結果か
ら次の5年間の政策に生かすためにも各年齢層やい
ろんな職域で議論をしていただきたいと思います。特
に、各産業分野の皆様方にもお考えいただき、今
後の安芸市が進むべき道について、市役所各課の行
政政策にご意見やご提言をいただきたいものです。
　高知県の総人口は764,456人で平成17年と比べて
31,836人、4％減少しました。下記の県内の市町村
の人口推移の現状を分析してみてください。市町
村人口を見ますと、定住人口と住みやすさや経済
活動などが人口結果に現れてきます。

764,456
343,393

15,210

19,547

33,830

28,766

49,472

28,686

24,698

35,933

22,610

16,029

2,970

1,367

1,013

4,048

796,292
348,990

17,490

20,348

33,541

30,257

50,758

30,011

26,039

37,917

24,397

17,281

3,297

1,478

1,170

4,208

△  4.0
△  1.6

△13.0

△  3.9

0.9

△  4.9

△  2.5

△  4.4

△  5.1

△  5.2

△  7.3

△  7.2

△  9.9

△  7.5

△13.4

△  3.9

△31,836
△  5,597

△  2,280

△     801

 289

△  1,491

△  1,286

△  1,325

△  1,341

△  1,984

△  1,787

△  1,252

△     327

△     111

△     157

△     160

高知県

高知市 

室戸市

安芸市

香南市

香美市

南国市

土佐市

須崎市

四万十市

宿毛市

土佐清水市

安田町

北川村 

馬路村

芸西村

平成22年人口 平成17年人口 増減数（人）増減率（％）

平成17年と22年の国勢調査人口（県内11市と近隣町村）

広報あき　平成24年2月広報あき　平成24年2月 毎月17日は「国産ナス消費拡大の日」です　→ →　この日に限らず、安芸産のナスを食べて元気になろう♪21 20



ご存じですか？被災建築物応急危険度判定

　
地
震
で
被
災
し
た
建

物
に
つ
い
て
、
余
震
で

倒
壊
す
る
な
ど
の
危
険

性
が
あ
る
か
ど
う
か
を

判
定
し
て
表
示
を
行
う

も
の
で
す
。
国
や
地
方

公
共
団
体
、
建
築
関
係

団
体
な
ど
が
連
携
し
、

被
災
地
域
に
判
定
士
を

派
遣
し
て
行
い
ま
す
。

　
大
き
な
地
震
が
起
き

る
と
建
物
は
少
な
か
ら

ず
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、

倒
壊
は
免
れ
て
い
て
も

地
震
に
対
す
る
強
さ
が

弱
ま
っ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
大
き
な

地
震
の
後
に
は
数
回
の

余
震
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
弱
く
な
っ
た
建
物

は
、
余
震
に
よ
っ
て
倒

壊
し
た
り
部
材
が
落
下

し
た
り
し
て
人
的
被
害

を
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
被
災
者

が
そ
の
ま
ま
家
に
い
て

い
い
の
か
、
避
難
所
に

避
難
し
た
方
が
い
い
の

か
な
ど
を
判
断
す
る
た

め
に
、
救
命
・
救
急
・

消
防
活
動
と
並
行
し
て

で
き
る
だ
け
速
や
か
に

応
急
危
険
度
判
定
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
地
震
発
生
後

の
建
物
の
判
定
に
は
次

の
よ
う
な
も
の
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
は
判
定

の
目
的
や
基
準
が
そ
れ

ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

▼
被
災
度
区
分
判
定

　
建
物
の
復
旧
対
策
を

検
討
す
る
目
的
で
応
急

危
険
度
判
定
後
に
建
物

の
被
災
度
を
詳
細
に
判

定
す
る
も
の

▼
住
家
被
害
認
定

　「
り
災
証
明
書
」
を
発

行
す
る
目
的
で
被
害
程

度
を
認
定
す
る
も
の

　
ま
た
、
建
物
と
同
様

に
、
造
成
さ
れ
た
宅
地

に
対
し
て
も
災
害
時
の

応
急
対
策
と
し
て
危
険

度
を
判
定
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

▼
被
災
宅
地
危
険
度
判
定

　
地
震
や
降
雨
等
に
よ

る
宅
地
災
害
が
広
範
囲

に
発
生
し
た
後
に
、
二

次
災
害
を
防
ぐ
目
的
で

被
害
の
状
況
を
把
握
し

て
宅
地
の
危
険
度
を
判

定
す
る
も
の

＊
降
雨
災
害
に
も
対
応

す
る
と
こ
ろ
が
建
物
の

応
急
危
険
度
判
定
と
違

い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
判

定
の
た
め
の
調
査
の
際

に
は
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
　
県
庁
建
築
指
導
課

　
☎
0
8
8
・
8
2
3
・

9
8
9
1

判定結果は3種類のステッカーを建物の出入口などに貼り付けて表示します。
ステッカーはそれぞれＡ3サイズです。

この建物は使用可能です この建物に立ち入る場合は
十分に注意してください

この建物に立ち入ることは
危険です

（緑） （黄） （赤）

確
定
申
告
会

確
定
申
告
会

確
定
申
告
会

年
金
受
給
者
を
対
象

　
2
月
16
日
か
ら
始
ま
る
確
定

申
告
に
先
駆
け
、
年
金
を
受
給

さ
れ
て
い
る
人
を
対
象
に
確
定

申
告
会
を
行
い
ま
す
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー（
ｅ

│

T
a
x
）を
利
用
し
た
パ
ソ
コ

ン
に
よ
る
申
告
書
作
成
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
お
り
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
は
税
理
士
も
お
呼
び
し
て
い
ま
す
。

▽
と
　
き
　
2
月
6
日（
月
）〜
2
月
7
日（
火
）9
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

▽
と
こ
ろ
　
安
芸
市
役
所
　
西
庁
舎
2
階
会
議
室

▽
必
要
な
も
の
　

①
印
か
ん

②
確
定
申
告
書
用
紙
、「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
は
が
き

③
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
、
生
命
保
険
お
よ
び
地
震
保
険
の
控
除
証
明
書

④
国
民
年
金
等
の
社
会
保
険
料
の
支
払
金
額
を
証
明
す
る
も
の
。

⑤
医
療
費
の
領
収
書（
医
療
費
の
領
収
書
は
事
前
に
集
計
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
）

⑥
申
告
者
名
義
の
預
貯
金
等
の
口
座
が
分
か
る
も
の

⑦
お
持
ち
の
方
は
昨
年
の
申
告
書
の
控
え

⑧
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
な
ど
、
そ
の
他
所
得
計
算
に
必
要
な
書
類

■
問
　
税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
☎
35
・
1
0
0
5

2/6
2/7

〜《 バ レ ン タ イ ン デ ー の 違 い 》 〜

ＡＬＴの部屋

Hello!！

ジョナサンです！

▲今年は約150人が参加し、初日の出を拝みました。

井

ノ

口

小

学

校

妙　

見　

山

元

旦

登

山

学
校
だ
よ
り
市
内
各
学
校
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

■
問
　
学
校
教
育
課
☎
35
・
1
0
2
1

　
本
校
は
、
学
校
教
育
目
標

の
「
心
身
と
も
に
健
康
で
、

自
ら
す
す
ん
で
学
ぶ
児
童
の

育
成
」
の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
通
し
て
「
や
さ
し
い
子

ど
も
（
徳
）
・
か
し
こ
い
子
ど

も
（
知
）
・
た
く
ま
し
い
子
ど

も
（
心
身
）
」
を
育
成
す
る
こ
と

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
、
学
校
で
の
学
習

活
動
と
と
も
に
、
地
域
内
外
の
多
く
の
方
々
と
触

れ
合
う
こ
と
を
通
し
て
、
多
様
な
価
値
観
や
生
き

方
を
学
ぶ
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中

の
一
つ
に
「
妙
見
山
元
旦
登
山
」
が
あ
り
ま
す
。

　
正
月
恒
例
の
妙
見
山
登
山
は
、
井
ノ
口
小
学
校

と
井
ノ
口
公
民
館
が
合
同
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

30
年
近
い
歴
史
が
あ
る
こ
の
行
事
は
、
①
岩
崎
弥

太
郎
の
偉
業
を
偲
ん
で
後
輩
が
後
に
続
く
、
②
子

ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
、
③
親
子
の
親
睦
・
交
流
、

保
護
者
・
地
域
の
連
携
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
早
朝
５
時
頃
か
ら
小
学
校
に
集
ま
り
、

受
付
名
簿
代
わ
り
の
板
に
名
前
を
書
き
ま
す
。
こ

の
板
は
、
登
山
記
念
と
し
て
毎
年
星
神
社
に
奉
納

し
て
い
ま
す
。
出
発
ま
で
は
ス
ト
ー
ブ
を
囲
み
、

暖
を
取
り
な
が
ら
新
年
の
挨
拶
を
交
わ
し
ま
す
。

今
年
の
参
加
者
は
、
小
・
中
・
高
・
大
学
生
、
保

護
者
や
地
域
の
方
々
、
安
芸
市
内
外
の
有
志
な
ど
、

約
１
５
０
人
で
し

た
。
５
時
半
過
ぎ

に
出
発
。
約
１
時

間
で
頂
上
に
到
着

し
、
夜
明
け
を
待

ち
ま
す
。
今
年
は
、

雲
が
多
く
初
日
の

出
を
拝
む
の
は
期

待
薄
と
の
予
報
で
し
た
が
、
雲
の
切
れ
間
か
ら
わ

ず
か
の
時
間
、
初
日
の
出
を
拝
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
登
山
記
念
の
写
真
撮
影
、
年
男
・
年
女
の

小
学
生
た
ち
の
餅
投
げ
終
了
後
、
参
加
者
は
星
神

社
を
参
拝
し
、
清
々
し
い
気
持
ち
と
弥
太
郎
の
志

を
受
け
継
い
で
下
山
し
て
い
き
ま
す
。
今
年
も
無

事
終
了
し
た
元
旦
登
山
。
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た

皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
校
で
は
、
こ
の
他
に
も
「
水
稲
・
餅
米
栽
培
」

「
地
域
産
業
体
験
学
習
」「
一
日
先
生
」
な
ど
の
地
域

に
学
ぶ
体
験
的
な
学
習
を
多
く
設
定
し
て
い
ま
す
。

教
室
で
学
習
し
た
基
礎
基
本
の
力
を
「
活
用
す
る
力
」

や
「
応
用
す
る
力
」
に
変
え
、
地
域
を
担
い
地
域
社

会
に
貢
献
す
る
力
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
、「
生

き
る
力
」
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
の
連
携
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
地
域
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
様
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
最
近
は
寒
く
な
っ
て
き
ま

し
た
ね
。
で
も
、
私
の
出
身

地
ア
ラ
ス
カ
で
は
、
こ
の
時

期
は
マ
イ
ナ
ス
20
℃
以
上
と

恐
ろ
し
い
程
寒
く
、
外
に
出

る
の
も
大
変
辛
く
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
日
本
の

冬
は
過
ご
し
や
す
い
で
す
ね
。

　
さ
て
、
今
月
は
、
ア
メ
リ

カ
で
は
大
切
な
冬
の
特
別
な

日
に
つ
い
て
話
を
し
ま
す
。

　
２
月
に
な
る
と
、
ア
メ
リ

カ
で
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

の
こ
と
を
考
え
ま
す
。
日
本

の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
と
は

ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
の
で
、

ア
メ
リ
カ
で
の
過
ご
し
方
を

説
明
し
ま
す
。

　
大
き
な
違
い
は
、
女
性
だ

け
で
は
な
く
、
男
性
も
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

渡
す
こ
と
で
す
。
夫
婦
や
恋

人
同
士
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
交

換
し
ま
す
し
、
男
性
か
ら
贈

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
方
で

義
理
チ
ョ
コ
な
ど
は
な
く
、

会
社
の
同
僚
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
贈
っ
た
り
は
し
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
バ

レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
は
、
一
年

の
う
ち
で
特
に
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
な
日
で
す
。
日
本
で
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ
に
カ
ッ
プ

ル
が
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
デ
ー

ト
を
し
ま
す
よ
ね
？
ア
メ
リ

カ
で
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

に
カ
ッ
プ
ル
が
上
品
な
レ
ス

ト
ラ
ン
で
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

デ
ー
ト
し
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
気
に
入
っ
た

人
が
い
る
と
、
バ
レ
ン
タ
イ

ン
デ
ー
は
大
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
私
は
、
高
校
生
の
時
、
気

に
入
っ
た
女
の
子
の
気
を
引

く
た
め
、
花
束
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

喜
ん
で
も
ら
え
る
と
思
っ
た

の
で
す
が
、
不
運
な
こ
と
に
、

そ
の
子
は
僕
の
こ
と
を
好
き

で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ア

メ
リ
カ
で
は
、
ホ
ワ
イ
ト
デ

ー
が
な
い
の
で
、
お
返
し
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
も
ら
え
ず
、

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
失
敗
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
で
も
、
日
本
に
も
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
が
あ
る
の
は
、

す
ご
く
良
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
今
年
は
ど
の
よ
う
に

過
ご
す
か
、
ま
だ
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
日
本
に
来
て
初
め

て
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
を

す
ご
く
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
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